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Storace やバス歌手ベヌッチ Francesco Benucci 等の優れた歌手がヨーロッパ各地から集
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改革」と呼ばれ、ウムラウフ Ignaz Umlauf（1746-1796）の《坑夫 Die Bergknappen》や、
モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart（1756-1791）の《後宮からの逃走 Die Entführung 



































































































役柄 「セリア役」 「ブッファ役」 
身分 貴族 貴族以外（使用人階級） 
フレーズの長さ 長い 短い 




























































1783 年から 1791 年の期間に活躍した創唱歌手達の中から、経歴が明確である者に限定す
る。歌手の経歴については、『The New Grove Dictionary of Opera』、『The New Grove 
Dictionary of Music and Musicians』第２版、MGG 第２版『Personeteil』、Sadie の『Mozart 


























や上演回数）については前述の『The New Grove Dictionary of Opera』、『The New Grove 
Dictionary of Music and Musicians』第２版に加えて、Sartori の『I Libretti Italian a 
stampa dale origini al 1800』（Sartori 1990-1994）、Hadamowsky の『Die Wiener 
Hoftheater1776-1966』に付属している「Täglicher Spielplan」（Hadamowsky 1966）、Link
の『The National Court Theatre in Mozart’s Vienna Sources and Documents 1783-1792』





























































Francesco Tosi（1653-1732）が 1723 年に執筆した著作『古今の歌手たちの諸説 Opinioni 
de’ cantor antichi e moderni』17（トージ／アグリーコラ 2005）や、イタリアのカストラー
ト歌手、声楽教師のマンチーニ Giambattista Mancini（1714-1800） が、1774 年に出版
した『装飾的唱法に関する諸説と実践的省察 Riflessioni pratiche sul canto figurato』（マ
ンチーニ 1990）、また最も研究対象に近い教則本である、イタリアの作曲家であり声楽教師




















                                                   
ディ 2006：816）。 







歌手についての先行研究には、Larue 1995、Rice 1998、Poriss 2009、Poriss/ Cowgill 
2012、そして歌手個人が取り上げられたものとしては、Rice 1995、2006 や、Sadie 2000、




 Steven Larue の『ヘンデルと彼の歌手達 Handel and His Singers』（Larue 1995）は、
ヘンデル George Frideric Händel (1685-1759)のいくつかのオペラ作品の初演までの創作
経緯について、歌手に着目して述べたものである。オペラ作品《ジュリアス・シーザーGiulio 





ツォーニ Francesca Cuzzoni (1696-1778)と、ロッサーネ役を歌った同じくソプラノ歌手の




ークリー大学で 1987 年に『皇帝と興行主 レオポルトⅡ世とウィーンのオペラ劇場の転換
Emperor and Impresario : Leopold Ⅱ and the Transformation of Viennese Musical 
Theater, 1790-1792.』で博士号を取得した。モーツァルトやサリエリを研究対象とする Rice













シカゴ大学で博士号を取得し、ノースイースタン大学の准教授である Hilary Poriss は、
19 世紀のイタリア・オペラとフランス・オペラにおける上演過程や、プリマ・ドンナにつ
いて研究している。2009 年には、『スコアの改変 Changing the score』（Priss 2009）を出
版している。この研究書ではヴィンチェンツォ・ベッリーニ Vincenzo Bellini（1801-1835）
の《カプレーティとモンテッキ Capuleti e I Montecchi》におけるロメオ役のマリア・マリ
ブラン Maria Malibran（1808-1836）についてや、ガエターノ・ドニゼッティ Gaetano 







ヴィリアの理髪師 Il barbiere di Siviglia》における、マルチェッラ・センブリッチ Marcella 
Sembrich（1858-1935）やアデリーナ・パッティ Adelina Patti（1843-1919）など、歴代
のロジーナ役を歌った歌手の変遷を、当時の劇場評に基づいて追っている。 
2012 年に出版された著作『長い 19 世紀におけるプリマ・ドンナの芸術 The Arts of the 
Prima Donna in the Long Nineteenth Century』（Poriss/ Cowgill 2012）は、ロンドン大
学で博士号を取得したカーディフ大学の教授 Rachel Cowgill と、Poriss が、2006 年にイギ
リスのリーズ大学で開かれたシンポジウム「舞台に立つ女性たち、1720 年から 1920 年ま
でのプリマ・ドンナの芸術 Staging the Feminine: The Arts of the Prima Donna,1720-1920」
                                                   




メ Salome》の初演でサロメ役を歌ったマリー・ウィッチ Marie Wittich（1862-1931）につ
いて（Joy M. Calico）といった、特定の歌手に着目したものや、ジャコモ・プッチーニ
Giacomo Puccini（1858-1924）の《ラ・ボエーム La Boheme》のミミ役（Helen Greenwald）























あり、Larue や Rice による 18 世紀のオペラに出演した歌手についての研究では、歌手の
                                                   







次に、歌手個人に焦点を絞った研究を取り上げる。Dorothea Link が A-R Editions から
出版している『モーツァルトの最初のスザンナ、ナンシー・ストーラス Arias for Nancy 
Storace : Mozart's first Susanna』（Link 2002）、『モーツァルトの最初のフィガロと、
グリエルモ、フランチェスコ・ベヌッチのためのアリア Arias for Francesco Benucci 
Mozart’s first Figaro and Guglielmo』（Link 2004）、『モーツァルトの最初のフェラン
























Harrison James Wignall は、ピアニストでもあるが、執筆者として『ニューグローヴ世
界音楽大事典』や、『ニューグローヴオペラ事典』等に執筆しており、1995 年にモーツァ
ルトの初期のオペラ・セリア《ポントの王ミトリダーテ Mitridate, re di Ponto》K.87 につ
いての研究で、ボストンのブランダイス大学で博士号を取得した。1994 年の研究『グリエ







Raaff’s last aria』（Heartz 1974）である。これは、モーツァルト新全集の《イドメネオ》













一方、女性歌手を取り上げた研究では、Patricia Lewy Gidwitz による『モーツァルトの
フィオルディリージ、アドリアーナ・フェッラーレーゼ・デル・ベーネ Mozart’s Fiordiligi : 
Adriana Ferrarese del Bene』（Gidwitz 1996）が挙げられる。Gidwitz は、米国カリフォ
16 
ルニア州のバークリー大学で 1991 年に『モーツァルトの４人のソプラノ歌手における歌唱
の諸相 Vocal Profiles of Four Mozart Sopranos』で博士号を取得した。博士論文で Gidwitz
は、モーツァルトのオペラを創唱した代表的なソプラノ歌手としてフェッラレーゼAdriana 














として定義している（Gidwitz 1996：201）。こうした Gidwitz の考えは、本論文でも役
柄のタイプを特定する上で参考にしている。 
同じく Gidwitz の「‘私が最高の歌い手よ’ モーツァルトの２人のソプラノ歌手における














た、マリア・マルケッティ・ファントッツィの場合 The Case of Maria Marchetti Fantozzi, 
the First Vitellia.」（Opera Quarterly 11(4): 31-52. 1995.）（Rice 1995）と、2006 年に
モーツァルトの生誕 250 年記念としてプラハで行われた国際会議での口頭発表「イタリア
とプラハでのモーツァルトの最初のオッターヴィオ、ティート、アントニオ・バリョーニ
Antonio Baglioni, Mozart’s First Ottavio and Tito, in Italy and Prague」（Rice 2006）で
ある。 














についての論評 Galuppi, Tenducci and Montezuma: a Commentary on the History and 
Musical Style of Opera Seria After 1750 」(in:Galuppiana 1985)から始まったとされる歌
手研究は、前述の Heartz の『ラーフの最後のアリア』や、Pierluigi Petrobelli(1932-2012)
の「アントン・ラーフのイタリア時代 The Italian Years of Anton Raaff」(Mozart-Jahrbuch 
1973-74)によって広げられた。さらに 1989 年のアメリカ音楽学会全国大会では、Paul 


























に出演した。彼女の声域は広く、中央の c¹から下の g からハイＣ（c³）（ほとんど２
オクターヴ半）である。しかし、この声域の全てが、作曲家に役立つわけではない。
声域の全てを使った作曲家は、私が調べた４人のうち 1 人もいない。彼女のテッシ














Tritto（1733-1824）、ケルビーニ Luigi Cherbini（1760-1842）、ロブスキ Ferdinando 




















Ifigenia in Aulide 
a b² 
1788 ロブスキ ビティニアの王アッターロ g g² 
                                                   
20 Suggesting that the extremes of Marchetti’s range were not particularly effective musically or 
dramatically. 
21 The compass of her voice is not big; the low register is rough and dull and the upper reaches are 
such that she can reach high C only in passing. 
20 









く異なる。トリットの《太陽の乙女 La vergine del sole》では、第１幕のアリア〈私の運命
の厳しさに Al rigor della mia sorte〉の終わり近くに c³が書かれていることから、Rice は
マルケッティが c³を歌唱可能であったと述べている（Rice 1995: 41）。同様に、ケルビー
ニの《オーリードのイフィゲニア》のアリア〈もし運命の判決に Se mi condanna il fato〉
でも、アリアの終わり近くに b²が効果的に使われていることを指摘している。一方、ロブ
スキの《ビティニアの王アッターロ Attalo, re di Bitinia》では、４人の作品の中では最も
低い g が使われており、マルケッティ＝ファントッツィの下方の音域を探求していると、
Rice は述べている。これに対してジンガレッリは《チェーザレの死 La morte di Cesare》










Ifigenia in Aulide》のアリア〈もし罪を避けられないなら Se mi condanna il fato〉の冒頭















Come ti piace imponi 




Deh se piacer mi vuoi 





Allegro G-dur 4/4 fis¹ d³ 
12.五重唱と合唱 
Quintetto con coro 
神様、どうか守って下さい 
Deh conservate, oh Dei 




Se al volto mai ti senti 




Non più di fiori vaghe catene 
Larghetto F-dur 3/8 g a² 
26.六重唱と合唱 
Sestetto con coro 
お許しをいただきたい身ですが 
Tu,è ver, m'assolvi Augusto 




関わらず c¹を下回る低音を歌っている曲が半数を占めている。特に第 23 番のロンド〈もう
ありえない、花嫁のために Non più di fiori〉では g が書かれている。これは、モーツァル
トの全てのオペラ作品の中で、ソプラノ歌手が歌う最も低い音である。ヴィテッリアの楽曲
を見ると、こうした低音に目が行きがちだが、最高音も第 10 番では d³が書かれており、音
                                                   
22 参照楽譜：Mozart, Wolfgang Amadeus, La Clemenza di Tito , herausgegeben von Franz 
Giegling.Mozart Neue Ausgabe sämtlicher Werke. SerieⅡ:Bühnenwerke, Werkgruppe 5：Opern und 











のシラブルの上で、さらに b の音は続き、まるでテッシトゥーラが b まで達するソ
プラノのために、モーツァルトが書いたかのようである。次に突然、ハイ C（c³）の


















                                                   
23 as if Mozart were writing for a soprano whose tessitura went up to b. 
23 
さらに、Rice はヴィテッリアのロンド〈もうありえない、花嫁のために〉については、次



























                                                   





























































                                                   
25 A Composer typically used the opening melody of an aria to display a singer ’s tessitura, 





1990 と、森 1993 である。 




und Bastienne》K.50、《ラ・フィンタ・センプリーチェ La finta semplice》K.51、《偽の
女庭師 La finta giardiniera》K.19627の新全集版を編集している。Angermüller の３つの論
文、「モーツァルトの祝典劇《アルバのアスカーニオ》K.111(1771 年 10 月 17 日ミラノ)の
初演歌手、ファルチーニ、マンゾーリ、ジレッリ、ティバルディ、ソルツィ Die Sänger der 
Erstaufführung von Mozarts Festa teatrale „Ascanio in Alba“ KV 111,Mailand, 17. 
Oktober 1771. Falchini – Manzuoli – Girelli – Tibaldi – Solzi」（Angermüller 1999a）、
「モーツァルトのドランマ・ペル・ムジカ《ルーチョ・シッラ》K.135（1772 年 12 月 26
日ミラノ）の初演歌手、モルニョーニ、デ・アミーチス、ラウッツィーニ、スアルディ、ミ
エンチ、オノーフリオ Die Sänger der Erstaufführung von Mozarts Dramma per musica 
„Lucio Silla“ KV 135,Mailand, 26. Dezember 1772. Morgnoni – de Amicis – Rauzzini – 
Suardi – Mienci – Onofrio」（Angermüller 1999b）、そして「モーツァルトの《ポントの
王ミトリダーテ》K.87(1770 年 12 月 26 日)の初演歌手、デットーレ、ベルナスコーニ、ベ
ネデッティ、アルドブランディーニ(チコニャーニ)、ヴァレーゼ、バッサーノ、ムスキエッ
ティ Die Sänger der Erstaufführung von Mozarts „Mitridate, Re di Ponto“ KV 87 
(Mailand,26. Dezember 1770). d’Ettore – Bernasconi – Benedetti – Aldobrandini 




                                                   
27   1774 年から翌 75 年１月にかけて作曲された、全３幕のオペラ・ブッファ（ドランマ・ジョコー







 John Platoff は 1984 年にペンシルベニア大学で『オペラ・ブッファのフィナーレの音楽
と劇 1781 年-1790 年のウィーンにおけるモーツァルトと彼の同時代の作曲家 Music and 
Drama in the Opera buffa Finale: Mozart and his Contemporaries in Vienna, 1781-1790』
で博士号を取得した。Platoff は 18 世紀のオペラ・ブッファや、モーツァルト、そして彼と
同時代の作曲家のオペラ作品を研究している他、『The New Grove Dictionary of Music and 
Musicians』第２版にも執筆している。彼の論文「モーツァルトのウィーンでのブッファ・
アリア The buffa aria in Mozart’s Vienna」（Platoff 2001）は、オペラ・ブッファのアリア
を「ブッファ・アリア buffa aria」と規定している。そして、モーツァルトと同時代の作曲
家のオペラ作品から多くのブッファ・アリアを取り上げ、楽曲に深く言及している。Platoff
































































Francesco Tosi（1653-1732）が 1723 年に執筆した著作『古今の歌手たちの諸説 Oponioni 
























Giambattista Mancini (1714-1800) が、1774 年に出版した『装飾的唱法に関する諸説と実




ため、15 に細かく分けられた項の中では、「第 10 項 トリルとモルデントについて」、「第
11 項 カデンツァについて」や、「第 12 項 声のアジリタについて」等、特に歌唱のテク
ニックについて、その習得法を細かく述べている。さらに、「第 13 項 劇場で巧みに演じよ









                                                   
28 作曲家としても活躍。《デモクリートの戦い La risa Democrito》（1712）や、《イル・ナルチソ Il 
Narciso》(1967)等のオペラを書いた（トージ／アグリーコラ 2005：300）。 
29 作曲家であるハッセ Johann Adolf Hasse(1699-1783)の妻（トージ／アグリーコラ 2005：300）。 
30 若者 giovane の意。 











上記の声楽教本に加えて、ヨアヒム・クヴァンツ Johann Joachim Quantz (1697-1773)
























ッリ Domenico Corri （1746-1825）が 1810 年に出版した『歌手の指針 The Singer’s 
Preceptor』も重要である。様々なアリアの装飾について譜例を示して取り上げている。 
声楽以外の教則本には、モーツァルトの父であるレオポルト・モーツァルト Leopold 
Mozart (1719-1787)が 1756 年に著した『バイオリン奏法 Versuch einer gründlichen 
Violinschule』や、C. P. E バッハ Carl Philipp Emanuel Bach(1714-88)が、1753 年に著し











































1814)の旅行記『1770 年のフランスとイタリアにおける音楽の現状  Music, men, and 
manners in Frace and Italy 1770』も、モーツァルトと同時代の音楽界を知る上で重要な
言説である。バーニーの旅行記の中では、彼が訪れた土地で出会った歌手について述べられ
ている。モーツァルトの《フィガロの結婚 Le nozze di Figaro》K.492 のウィーン再演でス
ザンナ役を歌い、《コシ・ファン・トゥッテ》の初演でフィオルディリージ役を歌ったアド
リアーナ・フェッラレーゼについて、バーニーは彼女が音楽学校にいた時に演奏を聞いてお
                                                   
32 1778 年２月 28 日に父レオポルトに宛てて書いたもの。 
33 1777 年１月５日にマンハイムで初演が行われた、全３幕のジングシュピール。台本はアントン・クラ
イン Anton Klein(1746-1810)が手掛けた。初演でアンナ役を歌ったのは、ドイツ人ソプラノ歌手のフラ
ンチェスカ・ダンツィ Francesca Danzi（生没年不詳）である。 















































Franz Hadamowsky（1900-1995）の『Die Wiener Hoftheater1776-1966』（Hadamowsky 
1966）や、Otto Michtner の『Das alte Burgtheater als Opernbühne: Von der Einführung 





















一方、Michtner の研究（Michtner 1970）は、前述の Hadamowsky よりも対象期間が短
く、1778 年から 1792 年に限定されている。また、ブルク劇場以外の劇場は取り上げてい
ない。第２節で述べるように、ブルク劇場がイタリア・オペラを廃止し、オペラの上演をジ
ングシュピールのみとし、ウィーンにおいてジングシュピールが興隆し始めた 1778 年から
1792 年までとしているのである。Michtner のものは Hadamowsky の研究より詳細であ
り、上演カレンダーが付属していることも共通しているが、やはり歌手については述べられ
ていない。 
そして、近年出版されたのが Dorothea Link（生年不詳）の『The National Court Theatre 





２人が見ていない資料がある事を指摘し、初めてツィンツェンドルフ Karl von Zinzendorf
（1739-1813）35の日記をブルク劇場の状況をまとめる原典として援用した。そして、
Hadamowsky と Michtner を比較検討し、研究した時点（1998 年）での正確な情報として、












行っている。「1785 年 10 月～88 年２月のウィーンの宮廷劇場におけるジングシュピール
の公演―上演日数、およびレパートリーに関する統計的考察―」（松田 2001）では、1785
年 10 月から 88 年２月までの、約２シーズン36に期間を限定し、扱う作品のジャンルはジン
グシュピールに着目している。なお、上演日程などのデータは、前述の Hadamowsky や
Michtner の研究を基にしている。1785 年は、後述するように 1783 年にヨーゼフⅡ世の政










 2007 年に書かれた松田の「18 世紀後半のウィーン宮廷劇場におけるジングシュピール―
1778/79～82/83 年における公演の性格の変化―」（松田 2007a）では、前述のものよりも考
察の対象期間を長くし、ブルク劇場でジングシュピールが上演された 1778 年から、イタリ















たことがきっかけで、フィリドール François-André Danican Philidor（1726-1795）のド
イツ語訳版ジングシュピール《サレンシの薔薇祭 Das Rosenfest zu Salenci》の初演にハ
ンヒェン役でデビューし、同年グレトリ André – Ernest-Modeste Grétry（1741-1813）の
ドイツ語訳版ジングシュピール《ゼミスとアゾール Zémire und Azor》のゼミール役にも出
演したと述べている。さらに、ジングシュピールを上演していたブルク劇場で、1781 年に






 同じく 2007 年に書かれた松田の「1789/90 年におけるブルク劇場のオペラ公演とモーツ
ァルト―《コシ・ファン・トゥッテ》の成立をめぐって―」（松田 2007b）では、前述の論
文とは違い、考察対象をブルク劇場に絞り、関わりのあった作曲家であるモーツァルトに限











                                                   





 また、Christoph Wolf（1940-）によって書かれた『モーツァルト最後の４年 栄光への
門 1788-1791 Mozart at the gateway to his fortune: Serving the Emperor, 1788-1791』





























ルク劇場の状況をまとめる。ブルク劇場は、女帝マリア・テレジア Maria Theresia Walburga 
Amalia Christina von Österreich.（1717-1780：在位 1740-1780）によって 1741 年に建設
されたもので、1742 年に主にオペラを上演する劇場として開設された。当時この劇場は「王
宮のそばの劇場 Das Theater nächst der Hofburg」と呼ばれた（渡辺 1989：161、松田
2007a：116）。美しい声の持ち主であった女帝は、1743 年には劇場を増築しオペラへの関
心を寄せたが、劇場を維持する事が困難になると、大がかりなオペラの上演を止め、ついに













































1797）のドランマ・ジョコーソ39《偽りの女庭師 La finta Giardiniera》やブルク劇場でサ












1781 年には、はじめて単独でジングシュピール作品、サリエリの《煙突掃除人 Der 
Rauchfangkehrer》が上演され、これを契機に、ジングシュピールが単独で次々に上演され
るようになる。同年モーツァルトが活動の地をウィーンに移し、1782 年７月 16 日に《後宮
からの逃走》が上演された。主な出演歌手は前述のカヴァリエーリの他、ドイツ人テノール
歌手アーダムベルガーValentin Adamberger（1743-1804）、ウィーンのソプラノ歌手テレ





ッタースドルフ Carl Ditters von Dittersdorf（1739-1799）の《医者と薬剤師 Doktor und 
Apotheker》（1786）程しかなく、1783 年に劇場はイタリア・オペラの上演へと再び方向転
















                                                   























された（Gidwitz 2001：297-298）。さらに 1778 年 2 月 25 日の『ウィーン日報 Wiener 
Diarium』では、《坑夫たち》に出演したカヴァリエーリについて「終幕後舞台に現れ、観
客の前で喝采を受けた」と報じられ、彼女の演奏が聴衆に認められたことを報じている（リ
















年 10 月に宮廷劇場付き楽長に、そして 1788 年に宮廷楽長に就任したサリエリのオペラは
特に多く、同 1788 年の《オルムスの王アクスール Axur, Re d’Ormus》や 1788 年の《護符

































われた 1783 年以降は、ブルク劇場における新作のオペラ・ブッファを 1 シーズン44ごとに
取り上げる。各々の作品の創唱歌手とその役柄については、明らかになっている者だけを表
に記載しており、創唱歌手が不明な場合はこれを割愛する。 














（松田 2007b：３）。本文 p.37 参照。 
45 参照楽譜：Salieri, Antonio Der Rauchfangkehrer, Introduction by Thomas Baumann. German 
opera 1770-1800 Volume14, New York & London: Garland Publishing; 1986. 
46 
表１：《煙突掃除人 Der Rauchfangkehrer》の創唱歌手とその役柄46 






















































1775 年に 15 歳の若さでアンフォッシの《偽りの女庭師》のサンドリーナ役でデビューし、
歌手としてのキャリアを始めた。サリエリに師事しており、彼のオペラに多く出演している
（Sadie 2000：157）。彼女については、彼女の《煙突掃除人》の演奏について、1790 年に
発行された『劇評の原則 Grundsätze zur Theaterkritik』で、「音楽的には誰よりも優れて
おり、気品のある役を歌わせたら非常にうまい、しかし彼女の視野が音楽に絞られているの
は残念である。」（日本語訳は執筆者）と述べられており (Gidwitz 2001：297-298)、《煙突
                                                   
46 Rice 1998：297,300 














から c¹までと言われる一般的なバスの音域（Jander / Sawkins 2001：849）よりも、音域
の両極端がかなり広いことは、特筆すべき点である。 
 フレンゼル役を歌ったのは、ウィーンのソプラノ歌手のテレーゼ・タイバーである。タ
イバーは 1778 年にブルク劇場でウルブリヒ Maximilian Ulbrich (1743–1814)の《春と恋
Frühling und Liebe》のフィアメッタ役を歌ってデビューを果たした（Sadie 2000：189）。
まだ、歌手としてのキャリアが浅いにも関わらず、初演作品に参加していることからは、彼
女の実力の高さとその期待が窺える。タイバーについての評価は、ライプツィヒで刊行され









                                                   


























                                                   























同 1782 年７月 16 日には、モーツァルトの《後宮からの逃走》の初演が行われた。1781










                                                   
52 本文 p.47 を参照。 
53 参照楽譜：Mozart, Wolfgang Amadeus Die Entführung aus dem Serail, Mozart Neue Ausgabe 
sämtlicher Werke. Serie Ⅱ：Bühnenwerke, Werkgruppe 5：Opern und Singspiele, Band.12, 
herausgegeben von Gerald Croll, Kassel und Basel usw.: Bärenreiter,, 1982. 







表２：《後宮からの誘拐 Die Entführung aus dem Serail》の創唱の役柄55 












































                                                   











来坊は Solche hergelauf'ne Laffen〉と、第 19 番のアリア〈ははは、勝ちどきをあげたい











Antonio Sacchini（1730-1786）のオペラ・セリア《大富豪 Il Creso》や J.C.バッハ Johann 
Christian Bach（1735-1782）の悲劇《シピオーネの慈悲 La clemenza di Scipione》など
に出演した。1777 年から 1779 年まではロンドンのキングズ劇場で歌い、1780 年以降は活
動の場をウィーンに移す。特に 1781 年は忙しく、グルックの３つのオペラ、《タウリスの
イフィジェニア Iphigenie en Tauride》のウィーン初演、《アルチェステ Alceste》ウィーン
再演のアドメトゥス役、さらに《オルフェオとエウリディーチェ Orfeo ed Euridice》の再
演のオルフェオ役に出演した（Baumann 2001：134-135, Sadie 2000：147）。1785 年には
                                                   
56 モーツァルトの《イドメネオ Idomeneo》K.366 の初演で、大司祭役を務めた歌手。 
52 
グルックの《メッカの巡礼 Die Pilgrime von Mekka》がアーダムベルガーのためにドイツ
語翻訳の版で上演され、この時ヨーゼフⅡ世がアーダムベルガーの歌声に対して「我らの比
類なきアーダムベルガー」と評したことが残されている（Baumann 2001：134-135）。モー




ェよ、お前にふたたび会うのだ Konstanze, dich wiederzusehen,dich!〉を指し、アーダム
ベルガーに対しても「宛て書き」を行ったことが分かる。 
もう 1 人のテノール役であるペドリッロ役を歌ったのは、ドイツ人のヨハン・エルンス
ト・ダウアーJohann Ernst Dauer（1746-1812）である。彼は 1768 年から歌手としての活
動を始め、ハンブルクやフランクフルトの歌劇場で、主にジングシュピールを中心に歌った。





ことが多い（Sadie 2000：160、Raeburn 2001：35）。 





































マッツォラ Caterino Mazzolà（1745-1806）の推薦により、1781 年にウィーンに活動の地





を移した。そして、1782 年に宮廷詩人のメタスタジオ Pietro Metastasio（1698-1782）が
亡くなり、翌 1783 年にヨーゼフⅡ世によって宮廷詩人に任命された（ヴォルフ 2015：49）。 
1783 年-1784 年のシーズから、ブルク劇場ではオペラ・ブッファのみが上演されるよう
になった。1783 年４月 22 日、新体制となった劇場で最初に上演されたのは、サリエリのオ
ペラ・ブッファ《焼きもち焼きの学校 La Scuola de’ gelosi》である。しかし、これは新作




表３：《焼きもち焼きの学校 La Scuola de’ gelosi》の出演歌手とその役柄59 


































                                                   
59 Rice 1998：343. 
55 
バス歌手である。彼は、初めはテノール歌手として活動し、1763 年にグリエルミ Pietro 
Alessandro Guglielmi（1728-1804）の《風変わりな百姓女たち Le contadine bizzare》に







 このシーズンに上演された新作オペラは、ヨゼフ・バルタ Josef Bárta（1746-1787）の




 翌 1784 年-1785 年のシーズンには、３作の新作オペラがブルク劇場で上演された。まず、
パイジェッロ Giovanni Paisiello（1740-1816）の《ヴェネツィアの王テオドーロ Il re 




表４：《ヴェネツィアの王テオドーロ Il re Teodoro in Venezia》の創唱歌手とその配役63 












Rosa Manservisi (生没年不明) 
                                                   
60 buffo は「こっけいな」、「おかしな」という喜劇的な意味合いであるため、primo buffo は第一喜劇歌
手と捉えて良いと考える。 
61 1786 年にシェーンブルン宮殿で初演されたモーツァルトの《劇場支配人》では、舞台監督を務めた。 

































と共にウィーンに活動の地を移し、ウィーンでの 1783 年から 1787 年が、歌手として最も
活躍した時期であった。1783 年チマローザ Domenico Cimarosa（1749-1801）の《ロンド
ンのイタリア娘 L’italiana in Londra》のブリランテ役でウィーン・デビューを果たし、さ
らに同年にサルティの《争う２人の間で Fra I due Litiganti》64ではベルフィオーレ伯爵夫
人を歌った。初演作品への参加は、主役ではなく、モーツァルトの《フィガロの結婚》のマ
ルチェッリーナ役や、マルティン・イ・ソレールの《気難しだが根は善良 Il burbero di buon 
cuore》のマリーナ役、同じくマルティン・イ・ソレールの《ディアーナの樹 L’arbore di 






                                                   





《トロフォーニオの洞窟 La grotto di Trofonio》、同じ 1785 年のガルッピ Baldassare 




ッロの《セヴィリアの理髪師 Il barbiere di siviglia》において、アルマヴィーヴァ伯爵役
を歌っていることである（Sadie 2000：177）。この役は本来テノールの役であるにも関わ








次に、ルスト Giacomo Rust（1741-1786）の《のんきな夫 Il marito indolente》が 1784
年 10 月 25 日に初演された。台本はマッツォラ Caterino Mazzolà（1740-1806）が手掛け、
作品は全２幕で構成されている。創唱歌手については、明らかではない。ルストは 1783 年
から没するまでの間、バルセロナ大聖堂の楽長を務めていた（Hintermaier 2001：36-37）。
彼のオペラ《宮廷の農夫 La Contadina in contadina in corte》（1763）等は、ヴェネツィア
を中心にイタリアで人気が高かったようだが、《のんきな夫》以降に彼がブルク劇場の新作
を手掛けることはなかった。 
  そして、サリエリも新作オペラを上演した。それは《一日成金 Il ricco d’un giorno》で、
同じく 1784 年 12 月 6 日に初演が行われた。台本を手掛けたのはダ・ポンテであり、彼の
ウィーンへのデビューとなった。配役が明らかになっているのはラウレッタ役のみであり、
ナンシー・ストーラスが病気休演のため、パイジェッロの《ヴェネツィアの王テオドーロ》
                                                   






 翌 1785 年‐1786 年のシーズンでは、５作の新作オペラが上演された。まず、ソプラノ
歌手ナンシー・ストーラスの兄で、作曲家のスティーヴン・ストーラス Stephan 




満な妻》は、ガエターノ・ブルナーティ Gaetano Brunati の台本による全２幕構成のオペ
ラ・ブッファであり、イギリスからウィーンを訪れていた、イギリス王ジョージ３世の次男
ヨーク公爵 Frederick Augustus（1763-1827）をもてなすために上演された（Platt 2007：
17）。配役は以下の表５の通りである（作表は執筆者）。 
 
表５：《不満な妻 Gli sposi malcontensi》の創唱歌手とその配役 





















                                                   
66 1785 年に上演されたブルナーティ Gaetano Brunati（生没年不詳）の台本による《不平な新妻 Gli 
sposi malcontenti》と、1786 年に上演されたダ・ポンテの台本による《いかがわしさ Gli equivoci》で
ある。 
67 Link 2002：8. 
68 Link 2004：15. 








また、同 1785 年 10 月 12 日には、サリエリの《トロフォーニオの洞窟 La grotto di 
Trofonio》が初演された（Rice 1998：362）。このオペラは、カスティが台本を手掛け、全
２幕で構成されるオペラ・コミカ opera comica である。創唱歌手とその配役は、以下の表
６の通りである（作表は執筆者）。 
 
表６：《トロフォーニオの洞窟 La grotto di Trofonio》の創唱歌手とその配役70 



































                                                   
70 Rice 1998：362,366. 
60 
ドーリ役を歌ったソプラノ歌手のコルテッリーニ Celeste Coltellini（1760-1829）は、こ
の 1785 年４月６日に、パイジェッロのオペラ《才気渙発な田舎娘 La frascatana》71のヴ
ェスピーナ役で、ブルク劇場にデビューしたばかりのソプラノ歌手である（海老澤 2001：
77）。1786 年にシェーンブルン宮殿で上演されたサリエリの《まずは音楽、お次がせりふ











表７：《気難しだが根は善良 Il burbero di buon cuore》の創唱歌手とその配役72 




















                                                   
71 1774 年にヴェネツィアで初演されたドランマ・ジョコーソ。 
72 Martin y Soler, Martin Il burbero di buon cuore, edición a cargo de Leonardo.J.Waisman. Música 
hispana. Serie A, Música lírica ; 42, Madrid : Instituto Complutense de Ciencias Musicales; 2003.p.15. 
61 




 次の 1786 年‐1787 年のシーズンも、５作の新作オペラが上演された。まず、モーツァ
ルトが初めて宮廷のためにオペラ・ブッファを手掛けた。それが、1785 年から 1786 年に
かけて作曲され、86 年５月１日に初演された《フィガロの結婚》である。台本はボーマル
シェ Pierre Augustin Caron de Beaumarchais（1732-1799）の原作により、ダ・ポンテが
イタリア語による４幕構成へと仕上げた。なお、ダ・ポンテとモーツァルトはこの《フィガ
ロの結婚》以降、《ドン・ジョヴァンニ》、《コシ・ファン・トゥッテ》と共作が続くことと
なる。また、モーツァルトのオペラ・ブッファにおける３作目の《カイロの鵞鳥 L’oca del 
Cairo》K.42273と４作目の《騙された花婿 Lo sposo deluso》K.43074が未完であるため、彼








表８：《フィガロの結婚 Le nozze di Figaro》の創唱歌手とその配役 







                                                   
73 1783 年後半にザルツブルクとウィーンで作曲された。作詞はヴァレスコ Giambattista Varesco
（1736-1805）が手掛けた。作曲されたのは第１幕のフィナーレまでであり、今日では、補筆によって第
１幕だけ演奏することは可能であっても、全曲の演奏は不可能である（海老澤 1991：132-133）。 
74 1783 年後半に、ザルツブルクまたはウィーンで作曲されたと考えられている（海老澤 1991：133）。
作詞者は、ダ・ポンテと推定されている。（海老澤 1991：133）。完成された曲は前述の《カイロの鵞鳥》
よりも少なく、序曲と２つのアリア、三重唱と四重唱のみが残されている（海老澤 1991：133）。 
75 Finscher 1973：10. 
















































Michael Kelly (1762-1826)である。彼は 1770 年から 78 年まで、ロンドンでラウッツィー
ニ77に師事した後、1779 年以降にイタリアへと活動の地を移した。ウィーンに滞在したの
は 1783 年から 1787 年までの間で、1786 年にはマルティン・イ・ソレールの《珍事》にコ
ッラード役として出演し、ストーラスやベヌッチ、ステファノ・マンディーニらと再び共演
することとなる（Hyatt 2001：465-466）。 
                                                   































後、マルティン・イ・ソレールの 1786 年の《珍事》初演ではギータ役、モーツァルトの 1790
年の《コシ・ファン・トゥッテ》初演ではデスピーナ役、さらにチマローザの 1792 年の《秘
                                                   
78 女性が歌う男性や少年の役を指す（セイディ 2006：869）。 
64 
密の結婚 Il matrimonio segreto》初演では、フィダルマ役を創唱している（Raeburn 2001：
676）。 
 最後に、バルバリーナ役を歌ったのはウィーン出身のソプラノ歌手アンナ・ゴットリー
プ Anna Gottlieb (1774-1856)である。この時ゴットリープはわずか 12 歳であり、バルバ
リーナの第 24 番のアリア〈失くしてしまった L'ho perduta…me meschina〉は、曲の短さ
や旋律の簡素さ、音域の狭さから、幼い彼女に合わせたものであると考えられる。後に成長





ルタレッリ Francesco Albertarelli(1760-1820)である。1788 年にブルク劇場のオペラ・ブ
ッファ団に入団し、1790 年まで同地で活躍する。サリエリの《アクスール》のビスクロー













                                                   
79 ベーレンライター社の最新のヴォーカルスコア（Honolka 2012）には、ウィーン 1790 年/1791 年版
のものとして、補遺にこのアリアの楽譜が挙げられている。 
80 使用楽譜：Mozart, Wolfgang Amadeus Le nozze di Figaro.Klavierauszug vocal score,Deutsche 
Übersetzung von Kurt Honolka, Klavierauszug nach dem Urtext der Neuen Mozart-Ausgabe von 








羊飼い Il pastor fido》や、1790 年にモーツァルトの《コシ・ファン・トゥッテ》の初演に
出演している。また、モーツァルトの《フィガロの結婚》が 1788 年にウィーンで再演され
た時には、フェッラレーゼが務めたスザンナ役が第２幕で歌う第 13 番のアリアは、初演の
〈さあ、ひざまずいて Venite inginocchiatevi〉から〈私の心は躍る Un moto di gioia〉に
書き換えられた81。また、第４幕で歌うアリアは、初演ではレチタティーヴォ〈とうとうそ
の時が来た Giunse al fin il momento…〉の後にアリア〈さぁおいで、遅れないで Deh vieni 
non tardar,〉が、再演では同じくレチタティーヴォ〈とうとうその時が来た〉の後にロンド
〈お前をあがめるものの望みに Al desio di chi t’adora〉が歌われた。再演版のアリアは最
高音が引き上げられ、コロラトゥーラを披露するアジリタが多く書かれ82、彼女を念頭に「宛
て書き」が行われたと考えられる。フェッラレーゼについては、次章で詳しく取り上げる。 
次に、リギーニによる Vincenzo Righini（1756-1812）の《デモゴルゴン Il Demogorgone》
が７月 12 日に初演された。台本はダ・ポンテによるもので、全２幕で構成されている。創
唱歌手については、明らかとなっていない。 







                                                   
81 Mozart 1973：597-601. 
82 Mozart 1973：602-617. 
83 モーツァルトの《ドン・ジョヴァンニ》第２幕のフィナーレで、《珍事》１幕フィナーレの Allgero の
音楽（Martin y Soler, Martin Una cosa rara, edición crítica a cargo de Irina Kriajeva. Música hispana. 






表 9：《珍事 Una cosa rara》の創唱歌手とその配役84 










































（第１節）、ベヌッチ（第 4 節）の楽曲を詳しく取り上げる。 




                                                   
び、召使いのレポレッロが「あなたにぴったりのものですな。」と会話する部分で奏される。 












表 10 ：《いかがわしさ Gli equivoci》の創唱歌手とその配役 


















                                                   
85 1787 年２月 23 日、ナンシーがウィーンを去ってロンドンに帰るに際して催された演奏会で、モーツ
ァルトは彼女のためにレチタティーヴォとアリア〈どうしてあなたが忘れられるだろうか…心配しなくと
もよいのです Ch’io mi scordi di te…Non temer, amato bene〉K.505 を作曲した（海老澤 1991：177）。
彼女のウィーンでの演奏記録はこの演奏会が最後であり（Link 2002：15）、1787 年４月には、ロンドン
のキングズ劇場で、パイジェッロの《Gli schiavi per amore》にゲリンダ役で出演した（Link 2002：
15）。 
86 Link 2002：8. 






Francesco Piticchio（?-1800）による《ずる賢い男 Il Bertoldo》である。台本はダ・ポンテ
によるもので、彼はこのシーズン全ての新作オペラの台本を手掛けた。初演を務めた歌手に
ついては、明らかとなっていない。 





表 11：《ディアーナの樹 L’arbore di Diana》の創唱歌手とその配役90 





































                                                   
89 《気難しだが根は善良》（1786）と、《珍事》（1786）。 


























 翌年 1788 年には、サリエリの《オルムスの王アクスール》が１月８日に上演された。こ
れはダ・ポンテがボーマルシェのオペラ台本『タラール Tarare』をイタリア語版に改作し




※表 12 は次ページ参照。 
70 
表 12：《オルムスの王アクスール Axur, Re d’Ormus》の創唱歌手とその配役92 










































                                                   








く異なっている点である。創唱歌手の配役は、以下の表 13 の通りである（作表は執筆者）。 
 
表 13：《ドン・ジョヴァンニ Don Giovanni》の創唱歌手とその配役 














































                                                   
93 本文 p.41 を参照。 
94 Plath / Rehm 1968：9. 
95 Plath / Rehm 1968：11. 
72 
ドリン・ヴェーバーFridolin Weber (1733-1779)家の次女で、モーツァルトは 1778 年に彼
女に恋心を抱き、彼女のレッスンを引き受けるも失恋し、彼女の妹であるコンスタンツェ
Constanze Weber（1762-1843）と結婚することとなる。アロイジアは 1779 年にミュンヒ






い。レチタティーヴォとアリア《テッサリアの民よ Popoli di Tessaglia》K.316、レチタテ
ィーヴォとロンド《わが憧れの希望 Mia speranza adorata!》K.416、アリア《私はあなた
様に明かしたい、おぉ神よ Vorrei, spiegarvi, oh Dio!》K.418、アリア《あぁ、もし空に恵













彼女は見事に歌います。」と述べている（海老澤 1987：426）。これは、1777 年から 78 年
にかけて訪れたマンハイムでアロイジアに出会い、４か月間彼女に歌のレッスンを施して
                                                   
96 参照楽譜：Mozart,Wolfgang Amadeus Popoli di Tessaglia ,Mozart Neue Ausgabe sämtlicher Werke. 
SerieⅡ: Bühnenwerke, Werkgruppe 7：Arien ,Szenen, Ensembles, und Chöre mit Orchester Band 2 , 
herausgegeben von Stefan Kunze , Kassel und Basel usw.: Bärenreiter,,1991.pp.85-106. 
73 
いた際に書かれたものである。「デ・アミーチスのためのアリア」とは、アンナ・デ・アミ
ーチスが 1772 年に《ルーチョ・シッラ》で創唱したジューニア役の第 11 番のアリア〈あ











アリア〈私のいとしい人を Il mio tesoro〉が気に入らなかったのか、歌えなかったからな






許しを、皆様方 Ah, pieta, signori miei〉99と、レポレッロとツェルリーナとの二重唱であ
る第 21 番 a〈あんたの小さい手 Per queste tue manine〉100が書き加えられた事も、歌手
を念頭に置いた事での変更であると考えられる。 
 サリエリも、前年に続いて今度は《護符 Il talismano》の初演を９月 10 日に行った。こ
                                                   
97 参照楽譜：Mozart,Wolfgang Amadeus  Lucio Silla , Mozart Neue Ausgabe sämtlicher Werke. 
SerieⅡ: Bühnenwerke, Werkgruppe 5：Opern und Singspiele, Band. 7, herausgegeben von Kathleen  
Kunzmick , Kassel und Basel usw.: Bärenreiter,, 1986.pp.244-267. 
98 参照楽譜：Mozart,Wolfgang Amadeus Il Dissoluto punto ossia il Don Giovanni , Mozart Neue 
Ausgabe sämtlicher Werke. SerieⅡ：Bühnenwerke, Werkgruppe 5：Opern und Singspiele, Band 17, 
herausgegeben von Wolfgang Plath und Wolfgang Rehm , Kassel und Basel usw.: Bärenreiter,,1968. 
pp.489-493. 
99 Mozart 1968：493-494. 








 次に、ヴァイグル Joseph Weigl（1766-1846）の《無理やりの狂人 Il pazzo per forza》



















                                                   












まず、サリエリの《花文字》の初演が 12 月 11 日に行われた。ダ・ポンテによる全２幕
のもので、配役はフィレンツェの『世界新聞 Gazetta universale』103サリエリの自筆譜から
知ることが出来る（Rice 1998：441）。創唱歌手の配役は、以下の表 14 の通りである（作
表は執筆者）。 
 
表 14：《花文字 La cifra》の創唱歌手とその配役104 























 翌 1790 年１月 26 日には、モーツァルトの《コシ・ファン・トゥッテ》が初演された。
前述のようにトルコ戦争の影響により、ごく限られた作曲家しか新作オペラを依頼される




                                                   
103 Gazetta universal.Florense,1790(Rice 1998:604) 
104 Rice 1998：441. 
76 
が、この作品の際立っている点の１つである。この作品は、全２幕構成である。創唱歌手の
配役は以下の表 15 の通りである（作表は執筆者）。 
 
表 15：《コシ・ファン・トゥッテ Cosi fan tutte》の創唱歌手とその配役105 













































                                                   
105 参照楽譜：Mozart,Wolfgang Amadeus Cosi fan tutte, Mozart Neue Ausgabe sämtlicher 
Werke.SerieⅡ: Bühnenwerke, Werkgruppe 5：Opern und Singspiele, Band. 18-Ⅱ , herausgegeben 
von Faye Ferguson und Wolfgang Rehm , Kassel und Basel usw.: Bärenreiter,,1991.p.8. 
77 
（日本語訳は執筆者）と絶賛されている（Sadie 2000：190）。同じ 1789 年に、マルティン・
イ・ソレールの《気むずかしだが根は善良》の再演に出演した。この時彼女の２曲のアリア
には、モーツァルトが作曲した２曲のアリア、〈誰が知っているでしょう、私のいとしい人


































































ーグローヴ世界音楽大事典』や Sadie 2000 で個別の項が設けられ、経歴がまとめられてい

















留学していたイタリアを訪れた。早くも 1779 年９月 10 日にフィレンツェでビアンキ





アンキのオペラと、同年 10 月 25 日にサルティの《シロのアキレス Achille in Sciro》と、
1780 年にアンフォッシの《シリアのアドリアーナ L’Adriana in Siria》は、ドランマ・ペ






イタリアで活動を始めたストーラスは、1782 年にサルティの《争う２人の間で Fra i due 













1783 年からウィーンへと活動の地を移し、同年４月 22 日にサリエリの《やきもち焼き
の学校》の伯爵夫人役での出演で、ウィーンへのデビューを果たす。このオペラは、ブルク
劇場がオペラ・ブッファへの上演に方針が転換してから最初に上演されたオペラ・ブッファ




紀には、時々手稿譜に見出されるのみで、18 世紀大半のそして 19 世紀初めの多くの印刷された台本に通
常書かれていたのは、「ドランマ・ペル・ムジカ」である。」とあり（ロビンソン 1980：549）、ドラン
マ・ペル・ムジカをオペラ・ブッファと捉えている。 
107 Rice 1998：337. 









































ランダ総督のアルベルト公 Albert Kasimir von Sachsen-Teschen（1738-1822）とマリア大







そして、この 1786 年‐1787 年シーズンも初演作品への出演は続く。まず 1786 年５月１
日には、モーツァルトの《フィガロの結婚》のスザンナ役を創唱した。モーツァルトは 1783












111 アロイジアのためのコンサート・アリア《あなた様に明かしたい、おぉ神よ Vorrei,spiegavi,o Dio!》
K．418 と《いいえ、あなたには出来ません No,no,che non sei capace》K．419 の作曲中に書かれたも
の。 
83 































カストルとポリュデウケス Castore e Polluce 








シロのアキレス Achille in Sciro 








シリアのアドリアーナ L’Adriana in Siria 













                                                   



























































Martin y Soler 



























Martin y Soler 

























                                                   
113 この公演はブルク劇場ではなく、ウィーン郊外のシェーンブルン宮殿のオランジュリーで行われた。 






























                                                   

















































































は他にいない。このスザンナ役について『The New Grove Dictionary of Music and 








                                                   
116 おそらく 1783 年後半に作曲されたと考えられている（海老澤 1991：133）。 
117 本文 p.83 を参照。 
118 本文 p.48 を参照。 






























っていると、深刻な内容のオペラに向かないのかは、いささか疑問が残る。『The New Grove 

















曲種／題名 速度標語 拍子 調 最低音 最高音 
第１幕       
1.小二重唱 Duettino 
５…10… Cinque…Dieci 




Se a caso madama la note ti chiama 
Allegretto 
 
2/4 G-dur d¹ g² 
 
5.小二重唱 Duettino 
奥様、どうぞお先へ Via resti servita, 
Allegro 2/2 A-dur dis¹ a² 
7.三重唱 Terzetto 
なんということだ！Cosa sento! 
Allegro assai 4/4 B-dur d¹ as² 








スザンナ、早く来ておくれ Susanna or via sortite 
Allegro spiritoso 3/4 C-dur d¹ g² 
15.小二重唱 Duettino 
早く戸をあけて Aprite presto,  
Allegro assai 4/4 G-dur g¹ g² 
16.フィナーレ Finale 
もう出てこ来い、不埒な小僧め 
Esci omai garzon malnato 
Allegro 2/2 Es-dur d¹ as² 
第３幕       
17.小二重唱 Duettino 
憎いぞ！なぜこれまで 
Crudel! Perchè  finora 
Andante 2/2 a-moll gis¹ fis² 
19.六重唱 Sestetto 
おかあさんをよく見ておくれ 
Riconosci in questo amplesso 
Andante 4/4 F-dur a a² 
21.小二重唱 Duettino 
そよ風に…Sull'aria 
Allegretto 6/8 B-dur f¹ b² 
23.フィナーレ Finale 
やあ花嫁の行列だ 
Ecco la marcia 
Marcia 4/4 C-dur a¹ d² 
第４幕       
28.アリア Aria 
さぁおいで、遅れないで Deh vieni non tardar, 
Andante 6/8 F-dur a a² 
29. フィナーレ Finale 
そっと近づいて Pian pian in le andrò più presso 




                                                   










第 19 番の六重唱と、第 28 番のアリアの a²で、３点を越えるような高音はない。一方で最
低音は最高音と同じく第 19 番の六重唱と、第 28 番のアリアで a が歌われている。『The 
New Grove Dictionary of Music and Musicians』第２版の「Soprano」の項では、一般的






第５番小二重唱、第 13 番三重唱、第 16 番フィナーレ、第 19 番六重唱、第 28 番アリア、






























これは、前述の Gidwitz の定義と同じく（Gidwitz 1996：201）、早口による歌唱を「ブッ
ファ役」の音楽的特徴の一つとしているが、Rice は男性の「ブッファ役」に多い傾向にあ
















































音という重要な歌唱テクニックの 1 つとして、注視して捉えたいと考える。 
 






























































１－３．第 13 番アリア〈さあ、ひざまずいて Venite inginocchiatevi〉 



















































































                                                   























１－４．第 16 番フィナーレ〈もう出てこ来い、不埒な小僧め Esci omai garzon malnato〉 
ここまでスザンナ役には、声楽技巧を誇示するような装飾的な旋律はほとんど見ること
が出来なかった。しかし唯一、第２幕の 16 番フィナーレ〈もう出てこ来い、不埒な小僧め
Esci omai garzon malnato〉の、 Più Allegro で歌われる後半で、「地獄の悪魔が彼らを寄
越したに違いない Certo un diavol dell’inferno,Qui li ha fatti capitar」の「寄越す capitar」
が、887 小節目から２小節間八分音符のメリスマによって歌われ、混乱した様子を表してい
る（譜例９）。 
                                                   





























１－６．第 28 番アリア〈さぁおいで、遅れないで Deh vieni non tardar,〉 
スザンナが第４幕で歌うアリア〈さぁおいで、遅れないで〉は、初演ではレチタティーヴ
ォ〈とうとうその時が来た〉の後に歌われた。既にスザンナの楽曲の特徴として１フレーズ
内の音域の広さを述べたが、「空に夜の灯が輝いているあいだに Finchè non splende in ciel 
































ちょうだい vieni」を２度目にくり返す 38 小節目と、その後に続く「私は貴方の額に薔薇



































１－７．第 29 番フィナーレ〈そっと近づいて Pian pian in le andrò più presso〉 
 スザンナの音域の広さは、前述の第 28 番の独唱曲だけでなく、第 29 番フィナーレでも
見ることが出来る。フィガロと２人で歌う 121 小節目からの Allegro の部分で、「不実な男、
女誑しにでもなればいいわ impara impara, a fare il seduttor,」と歌うスザンナの旋律は a
                                                   
126 《ドン・ジョヴァンニ》のツェルリーナの第 12 番アリア〈ぶってよマゼット〉、第 18 番のアリア
〈いいこと、愛しいあんた〉、《コシ・ファン・トゥッテ》デスピーナの第 12 版のアリア〈男たちに、兵
士たちに〉、第 19 番のアリア〈女も 15 になれば〉。 
127 自筆譜のファクシミリ Wolfgang Amadeus Mozart, Le nozze di Figaro, Facsimile of the Autograph 
Score, Introductory essay by Nobert Miller, Musicological introduction by Dexter Edge. Los altos : The 
Packard Humanities Institute,2007.より、執筆者が翻刻している。 
106 




























































２．マルティン・イ・ソレール《珍事 Una cosa rara》のリッラ役 











図書館によって、オペラ・ブッファ《騙された後見人 Il tutore burlato》や《嫉妬深い愛
L’amor geroso》、《不器用な愛 In amor ci vuol destrezza》、《愛の悪ふざけ Le burle per 
amore》、《愉快な未亡人 La vedova spiritosa》等が発見されている（以上 Waismann 2000：
11）。ナポリとマドリードを行き来していたこの時期に、彼の作品はオペラ・セリアからオ
ペラ・ブッファへ移行している。イタリアにおけるオペラ・セリアの衰退と、それに伴うオ






Universidad Complutense de Madrid が創立したコンプルテンセ音楽学研究所 Instituto 
Complutense de Ciencias Musicales が 2003 年に出版した現代譜のピアノ・ヴォーカルス
コアである。編集者は Irina Kriajeva（生没年不詳）で、Música hispana コレクションの
３シリーズのうち、劇場音楽部門の第 35 巻にあたる。このスコアは、1786 年の初演で使用
されたフルスコアの手稿譜と 1789 年に補遺を含む手稿譜のコピーに基づいて、作成された
                                                   















曲種／曲名 速度標語 拍子 調 最低音 最高音 
第１幕 
3.カヴァティーナ Cavatina 
あぁ神様…お慈悲を Ah pietà…de…merce 
Allegro agitato  4/4 As-dur f¹ g² 
12.三重唱 Terzetto 
何という不実 Dirò che perfida 
Allegro 3/4 B-dur b g² 
13. カヴァティーナ Cavatina 
優しそうなあなた Dolce mi parve un di 
Andante sostenuto 6/8 A-dur e¹ f² 
14.フィナーレ Finale 
裏切り者、Traditori, in van sperate 
Allegro 2/2 D-dur d¹ g² 
第２幕 
7.六重唱 Sextetto 
愛しい手を出して Dammi la cara mano 
Larghetto 3/4 G-dur e¹ a² 
10.アリア Aria 
痛みが慰める Consola le pene 
Andante sostenuto 3/4 G-dur h g² 
14.二重唱 Duetto 
仲直りしよう、愛しい夫よ Pace, caro mio sposo! 
Andantino 6/8 C-dur a¹ g² 
110 
15．フィナーレ Finale 
ほら、ほら猟師よ Su, su cacciatori 










２－１．第１幕第３番カヴァティーナ〈あぁ神様…お慈悲を Ah pietà…de…merce〉 
 リッラの登場と共に歌われるこのカヴァティーナは、わずか 25 小節の短い楽曲である。
この曲についてまず述べたいことは、最初の数小節間の音域が、《フィガロの結婚》のスザ
ンナ役よりも高いことである。Rice によれば、最初の数小節の音域をテッシトゥーラであ







一度だけ f²が歌われるが、その他は c²よりも低い音域が殆どである（譜例 17）。ここで比
較のために、《フィガロの結婚》のスザンナの最初の旋律を挙げ、音域の違いを比較したい。 
 
※譜例 17 は次ページ参照。 
                                                   
129『The New Grove Dictionary of Music and Musicians』第２版の「Soprano」の項では、通常ソプラ
ノの音域は c¹から a²とされている。 
111 
譜例 17  
《フィガロの結婚》第 13 番アリア〈さあ、ひざまずいて Venite inginocchiatevi〉 
 












２－２．第１幕第 12 番三重唱〈何という不実 Dirò che perfida〉 
 次にリッラが歌うのは、第 12 番の三重唱である。この三重唱は、３人の女性登場人物（リ
ッラ、イザベッラ、ギータ）によって歌われる。《フィガロの結婚》のスザンナ役で、「ブッ
ファ役」に典型的な、言葉を多く発音するシラビックな旋律が特徴的であると述べたが、こ






















２－３．第１幕第 13 番カヴァティーナ〈優しそうなあなた Dolce mi parve un di〉 
 リッラは第１幕で、もう一つ独唱曲が与えられているが、これもわずか 50 小節の短い楽
曲である。このカヴァティーナでは、22 小節からの旋律に十六分音符によるやや技巧的な


























２－５．第２幕第７番六重唱〈愛しい手を出して Dammi la cara mano〉 
 リッラ役は第２幕で、まず第７番の六重唱に登場する。この重唱では、オペラ全体を通し










２－６．第２幕第 10 番アリア〈痛みが慰める Consola le pene〉 






























                                                   
131 本論文 pp.99-100 を参照。 
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132 執筆者の訳による。  
118 
３．スティーヴン・ストーラス《いかがわしさ Gli Equivoci》のソフロニア役 
ナンシ ・ーストーラスの兄であるスティーヴン・ストーラスのオペラ・ブッファである《い
かがわしさ》は、前述の２作品と同じく、1786 年にブルク劇場で初演された。台本はダ・










Britannica の第 86 巻として 2007 年に出版された現代譜である。編集者は Richard Platt
（1953-）である。このオペラには、自筆譜が残されていない。Platt は、ブルク劇場の公式





表 4：《いかがわしさ Gli Equivoci》の楽曲一覧 
曲種／題名 速度標語 拍子 調 最低音 最高音 
第１幕 
5.二重唱 Duetto 
涙の訴えを In pianti ed in querele 
Larghetto e soave 6/8 Es-dur d¹ as² 
7.四重唱 Quartetto 
ひどい人は今どこに 
Dunque era poco, o barbaro 




Ah come in un istante 
Larghetto con espressione 4/4 Es-dur a b² 
11b 補遺アリア(Appendix) 
あぁ、なんという瞬間 
Ah come in un istante 
Rondo:Larghetto con espressione 4/4 Es-dur b as² 
12.フィナーレ Finale 
付いてこないで 
Non seguir i passi miei 
(Andante) con moto 4/4 C-dur d¹ a² 
第２幕 
15. 四重唱 Quartetto 
ドローミオ…どうしたの？ 
Dromio…Che sento? 
Agitato 2/2 G-dur d¹ a² 
20b134.アリア Aria 
涙を流しても Potessi di piangere 
Andantino 3/4 C-dur as g² 
21.六重唱 Sextet 
あぁひどい人 Ah l’infelice è matto! 
Allegro 4/4 C-dur g g² 
26.フィナーレ Finale 
旦那様、旦那様 Signore,signore, 
Allegro 3/4 D-dur g a² 
 
ナンシーが歌ったソフロニア役には、２曲の独唱曲（第１幕 11 番 b、第２幕 20 番 b）と、
６曲の重唱曲（フィナーレを含む）が書かれている。最高音は 11 番 b のアリアの b²であ
り、前述の２人の作曲家よりもさらに高い。最低音は 21 番の六重唱の g で、《フィガロの
結婚》の低音を下回っている。こうした低音はアリアでもほとんどの重唱曲でも歌われてい
ることも指摘出来る。なお、11 番 b のアリアには、1 度完成された二部形式のものがあっ
たが（第 11 番 b の補遺版 Appendix135）、実際に初演で歌われたもの（第 11 番 b）はさら
に小節数が多く、３部形式に拡大されている。最初に書かれたものと比べると、初演で歌わ
                                                   
133 a はレチタティーヴォ・アッコンパニャート。 
134 a はレチタティーヴォ・アッコンパニャート。 



































































３－２．第７番 四重唱〈ひどい人は今どこに Dunque era poco, o barbaro〉 
 次にソフロニアは四重唱を歌い、この時も最も上のパートに配置されている。四重唱の冒
頭はソフロニアのソロから始められ、同じ旋律をソストラータが音高を下げて引き継ぐが、

























がある。ソフロニアのパートは、223 小節目にはこの曲での最低音 a を含む、音域の広いフ
124 














（譜例 34 の丸部分）。 
さらに、80 小節目ではフェルマータが付けられ、自由装飾の場が与えられているのは、


























141 小節目の「むごい人 crudele」には、このアリアの最低音 a が歌われる。怒りの気持ち
を表現する為に、低い音高が効果的であろう。 
ここまでは、広い音域による旋律であっても、中・低音の範囲で留められていたが、アリ
アの後半部（Più allegro）では a²や b²が目立ち、これまでとは違った高音を含んだフレー
ズが歌われている（譜例 38）。 
 











なお、この第 11 番のアリアは、実際に初演で歌われた第 11 番 b と、初演よりも前に書
かれた第 11 番補遺版（Appendix）の２つが残されている（Platt 2007：369）。第 11 番 b
は 223 小節の三部形式だが、第 11 番補遺版は 157 小節の二部形式で、第 11 番 b よりやや
短い作りとなっている。第 11 番補遺版のアリアの後半部（Allegro）では、a²や b²が、実
際に初演で歌われたものと比べて、さらに長い音価で書かれていた（譜例 39）。103 小節目






































３－５．第 15 番四重唱〈ドローミオ…どうしたの？Dromio…Che sento?〉 
 この四重唱でも、ソフロニア役はスコアの最も上のパートに配置されている。前述の第 12
番のフィナーレで、テッシトゥーラの高さを指摘したが、この四重唱において、ソフロニア

































そして、「命を取り戻して下さい La vita toglietemi」と歌う 44 小節目からの旋律では、46








                                                   















３－７．第 21 番六重唱〈あぁひどい人 Ah l’infelice è matto!〉 
 フィナーレを除いて最も大人数で歌われる重唱曲が、この第 21 番の六重唱である。ソフ
ロニア役は、これまでの楽曲と同様にスコアの最も上のパートに配置されている。そして、
このオペラにおける最低音の g が 57 小節目と 58 小節目に歌われ、この時他の登場人物（ソ
ストラータ役と、レスビア役）の声部を遥かに下回っている（譜例 48）。 
特筆すべきは、58 小節目の g が二分音符という比較的長い音価が用いられていることであ
る。 
 
※譜例 48 は次ページ参照。 
 
 
                                                   










３－８．第 26 番フィナーレ〈旦那様、旦那様 Signore,signore,〉 
 最後に終幕のフィナーレを見てみよう。この曲でもソフロニア役は、全登場人物の中で最
も上のパートに配置されながら、時折他の女性登場人物の旋律を下回っているが、前述の最





譜例 49 の g も、四分音符であり、ある程度の音価が認められる。この他にも他の女性登場
人物の旋律を下回る箇所はあるが、その一方で、主旋律を歌うパートとしての役割も果たし


























                                                   
138 本論文 pp.119-120 を参照。 
133 
第２節 アドリアーナ・フェッラレーゼ Adriana Ferrarese (1755 頃-99？) 
イタリア人ソプラノ歌手のフェッラレーゼは、イタリアのフェラーラ近辺で生まれ、ヴェ

















163）。そのほとんどで成功したとされているが（Sadie 2000：163）、1785 年１月 21 日に
ケルビーニのパスティッチョ《デメトリウス Demetrio》に出演し、「甘い声と品のある歌唱
であるが、‘プリマ・ドンナ’としての輝きには適していない」（日本語訳は執筆者）と評価
された（Gidwitz 2001：711）。さらに、同年５月 11 日にはグルックの《オルフェオ Orfeo》
にエウリディーチェ役で出演したが、これについては「エウリディーチェ役を歌うには力量
が伴わない」（日本語訳は執筆者）と述べられたものがあり、厳しい批評が残っている







140 『The New Grove Dictionary of Music and Musicians』第 2 版では 1755 年頃‐1799 年以降とされ
ている（Gidwitz 2001：711）。 
134 
（Gidwitz 2001：711）。しかし、1786 年に出演したパイジェッロの《思いがけない結婚 Il 

























                                                   
141 このオペラの初演は、1779 年 10 月 21 日にペテルブルクで行われた（Robinson 2001：912）。 
142 ギリシャ神話の女神。ムーサ（文芸を司る９人の女神）の 1 人で、悲劇を司る。手には竪琴を持ち、
竪琴の女神とも言われる（デイ 2011：66、グラント／ヘイゼル 1988：553-554） 








でタルキ Angelo Tarchi(1760-1814)の《タウリスのイフィゲニア Ifigenia in Tauride》の
イフィゲニア役やグルックの《アルチェステ》144、プラーティ Alessio Prati（1750-1788）
の《ニーノの復讐 La vendetta di Nino》145を歌い、称賛を受けた（Rice1998：428）。1787
年にはミラノのスカラ座でタルキの《サルダーニャの伯爵 Il conte Saldana》146、サルティ
の《ジュリオ・サビーノ Giulio Sabino》に出演した（Rice1998：428、Gidwitz 2001：711）。
どれも初演作品ではない。 
1788 年以降はウィーンに活動の場を移し、ブルク劇場のオペラ・ブッファ団に参加する













                                                   
144 このオペラの初演は、1767 年 11 月 26 日にブルク劇場で行われた（Brown 2001：52）。 
145 このオペラの初演は、1786 年にフィレンツェで行われた（McClymonds 2001：276）。 
146 このオペラの初演は、1787 年 2 月３日にローマで行われた（Libby/McClymonds 2001：99）。 
147 初演は 1787 年 10 月１日にブルク劇場で行われた。本文 p.68 を参照。 
148 Martin y Soler, Martin, L’abore di Diana, edición crítica a cargo de Emilio Casares Rodicio. 
Música hispana. Serie A, Música lírica ; 36, Madrid : Instituto Complutense de Ciencias Musicales; 
2001.これは、前述の《珍事》と同じくマドリード・コンプルテンセ大学が創立したコンプルテンセ音楽
学研究所が 2001 年に出版した現代譜のフルスコアである。編集者は Emilio Casares Rodicio（詳細不
詳）で、３つの Música hispana コレクションの３シリーズのうち、劇場音楽部門の第 36 巻にあたるも
136 
やり方で Perfidi! In questa guisa〉の最高音は d³であった。その他も a²や b²など、通常の
ソプラノの音域よりも高い。「信じられないような高音」が４曲の独唱曲のうち、どの曲を
指すかは明らかとなっていないが、主要アリアを譜例に挙げ、その特徴を指摘しておきたい。 






上記の譜例の 92 小節目（譜例１・２の四角括弧）でもこのアリアの最高音である d³が見ら
れるように、d³は曲中に２回歌われている。しかし、いずれも八分音符であり、長い音価は
認められない。 




























この 1788 年‐1789 年のシーズンには、サリエリの作品に連続で登場した。すなわち、
1789 年２月 11 日に《忠実な羊飼い Il pastor fido》の初演にアマリッリ役で（Rice1998：









                                                   
150 本文 p.135 を参照。 
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同じく 1790 年５月 24 日にはグリエルミの 《高貴な羊飼いの娘 La pastorella nobile》
151、そして 11 月 13 日にはパイジェッロの《水車小屋の娘 La molinara》に出演した。 





















1785 グルック オルフェオ Orfeo  エウリディーチェ イタリア語 
                                                   
151 このオペラの初演は、1788 年４月 15 日にナポリで行われた（Jackman/Lipton 2001：512）。 



























タウリスのイフィゲニア Ifigenia in Tauride 
































Martin y soler 









忠実な羊飼い Il pastor fido 































































（1725-1810）の《マルマンティーレの市場 Il mercato di Malmantile》（1757）や、ピッ




                                                   

































157 本文 pp.4-5 を参照。 
142 
１．モーツァルト《フィガロの結婚 Le nozze di Figaro》のウィーン再演版スザンナ役 















使用楽譜はモーツァルト新全集の第２篇第 16 巻のフルスコアを使用する159。 
 
１－１．再演版：第 13 番 a 私の心は躍る Un moto di gioia 
 スザンナが２幕で歌う第 13 番のアリアは、初演版は〈さあ、ひざまずいて Venite 




表２：第 13 番の初演版と再演版のスザンナ役の楽曲構成 









G-dur d¹ g² 
 
                                                   
158 本文 pp.64-65 を参照。 







Un moto di gioia 
Allegretto moderato 
８分の３ 
















































































                                                   
160 Mozart 2009：331. 
161 本文 p.142 を参照。 
















































































表３：第 28 番の初演版と再演版のアリアの構成 






Deh vieni non tardar, 











Al desio di chi t’adora 
Larghetto 
→Allegro 









ンニ》のドンナ・アンナが歌う〈おっしゃらないで、愛しい人 Non mi dir, bell'idol mio〉
や、《コシ・ファン・トゥッテ》のフィオルディリージが歌う〈お願い、許して恋人よ Per 
Pieta, Ben Mio〉、《皇帝ティートの慈悲》のヴィテッリアが歌う〈もうありえない、花の冠























るメッサ・ディ・ヴォーチェ Messa di voce のテクニックが必要とされる。これは、『The 
New Grove Dictionary of Music and Musicians』第２版において、「長い音価の音符を歌っ
たり演奏する方法であり、静かにはじまり、次第に音量を増大させた後に、元の静かな音に























































                                                   





























                                                   
モニー管弦楽団、スザンナ役はアンナ・ネトレプコ。）でも、歌われたのは初演版の楽曲であった。






２．サリエリ《花文字 La cifra》のエウリッラ役 
 《花文字》は、サリエリがブルク劇場のために書いた新作オペラである。台本はダ・ポン
テが手掛け、オペラは全２幕で構成されるドランマ・ジョコーソである。初演は 1789 年 12
月 11 日に行われたが、作品は聴衆には受け入れられず、何度か上演された後に打ち切られ、








器楽伴奏によるレチタティーヴォ〈ついに私は独り Alfin son sola’〉とロンド〈独り













                                                   
164 本文 p.137 を参照。 











曲種 題名 速度標語 拍子 調 最低音 最高音 
第１幕 
2. 皆さんどうぞ 
Miei Signori in cortesia 
Un poco andante 2/4 C-dur d¹ g² 
記載なし ああ、涙をお拭きください 
Deh tergete 




Tutti al posto destinato 
Allegro 4/4 D-dur f¹ h² 
第２幕 
17. 私はお砂糖よりも甘いの 
Son piu dolce assai di zucchero 
Un poco andante 2/4 D-dur c¹ f² 
19． １番愛する人の口づけを 
Lo voglio baciare da sera a amattino 




Modesto e quell ciglio 




Sola e mesta fra i tormenti 
Un poco lento 2/2 F-dur h h² 
27.フィナーレ 美しい新妻に万歳 
Evvia la bella sposina novella 
Allegro 6/8 B-dur e¹ f² 













きください Deh tergete〉と、第２幕のロンド〈独り悲しく Sola e mesta tra i tormenti〉）
がある。それ以外の第２番、第 17 番、第 19 番の楽曲は、エウリッラのソロから始められ、
一見独唱曲のように見えるが、後半が合唱やその他の登場人物によって歌い継がれている、












２－１．第１幕第２番《皆さんどうぞ Miei Signori in cortesia》 
この曲はエウリッラ役のソロから始まり、リゼッタ、レアンドロ、グアルティエーロ役ら
によって歌い継がれていき、54 小節目からは重唱が歌われる構成となっている。エウリッ





























２－２．第 1 幕《ああ、涙をお拭きください Deh tergete》 
〈ああ、涙をお拭きください Deh tergete,si tergete〉は、サリエリの自筆譜には曲種が
書き記されていないが、他の登場人物や合唱が入らない、独唱曲と言えよう。この曲は二部
                                                   
171 本文 p.4 を参照。 
172 本文 pp.94-95 を参照。 
173 本文 pp.95-96、102 を参照。 
157 
形式であり、前半は Un poco lento、後半は Allegro assai で構成されている。８分の６拍子
で歌われる牧歌的な前半部では、義父ルスティコーネの愛情に応え、「約束を守り続けます














 一方、４分の４拍子による曲の後半部の「疑いがこの胸を打つ Mille dubbi in petto io 
sento,il core palpitar 」と歌う 98 小節からのフレーズでは、父の涙に何か予期せぬことが
あるのではないか、と疑うエウリッラの不安が、音高が次第に下行することで表わされてい





譜例 12 の 105 小節目までは音域の焦点が中低音に絞られているが、その後エウリッラの旋
158 







g²から始まった旋律が e¹に下行し、d¹を介して 122 小節目では a²に上行、さらにそこから













                                                   



























２－４．第 26 番ロンド〈独り悲しく Sola e mesta fra tormenti〉 
 エウリッラ役の２つ目の独唱曲も、Un poco Lento と Allegro からなる、テンポの面で対
照的な二部形式によって書かれている。 
前半部は、四分音符を中心に簡素な旋律で始められるが、「畑に森に響き渡る campi e 












時にモーツァルトのロンドに影響を受けていることを指摘している（Rice 1999：483）。    
Allegro の後半部では、第 1 幕の独唱曲（２－３）と同様に、大きな跳躍が繰り返されて











からの逸脱をも指摘出来る。また、111 小節目からの「なぜため息をつくの Onde appressi 
                                                   
175 本文 pp.150-151 を参照。 
161 
a sospirar?」では、十六分音符や三連符によるメリスマが広範囲に渡って歌われている。さ







































































































れている、モーツァルト新全集 Neue Mozart-Ausgabe の第２篇第 18 巻に収められてい
る現代譜のフルスコアを使用する。編集者は Faye Ferguson（生没年不詳）と Wolfgang 




曲種 題名 速度標語 拍子 調 最低音 最高音 
第１幕      
4.二重唱 Duetto 
ああ、妹よ、ご覧、Ah guarda,sorella 
Andante 3/7 A-dur h b² 
5.五重唱 Quintetto Andante 2/2 B-dur d¹ as² 
                                                   
177 海老澤 1991：143。 
165 
ああ、この足は Sento oddio, che questo piede     
8. 五重唱 Quintetto 
毎日手紙を書いてね Di…Scri…ver… mio... 
Andante 
 
4/4 E-dur f¹ g² 
10.三重唱 Terzetto 
風よおだやかになれ Soave sia il vento 
Andante 
 
2/2 E-dur e¹ a² 
13.六重唱 Sestetto 
可愛いデスピーナちゃん Alla bella Despinetta 
Allegro 4/4 C-dur e¹ a² 
14.アリア Aria 
岩が不動であるように Come scoglio 
Andante Maestoso 4/4 B-dur a b² 
18.フィナーレ Finale 
今や私にとって人生はAh che tutta in un momento 
Andante 2/4 D-dur cis¹ a² 
第２幕      
20.二重唱 Duetto 
あの髪の褐色の方をとるわ 
Prenderò quel brunettino 





Per pietà , ben mio perdona 
Adagio 4/4 E-dur h h² 
29.二重唱 Duetto 
もうすぐ私の誠実な婚約者の 
Fra gli amplessi in pochi istanti 
Adagio 2/2 A-dur e¹ a² 
31.フィナーレ Finale 
早くやって皆さんがた、Fate presto, o cari amici, 





優遇はなされていない。これらの最高音は第 25 番のロンド〈お願い、許して恋人よ Per 
                                                   
178 本文 pp.148-149 を参照。 
166 
pietà , ben mio perdona〉の h²であり、前述の《花文字》のような３点の付く高音はない。
しかし、独唱曲に限らず、どの楽曲でもほぼ全てで a²が歌われていることがサリエリと異
なっている点である。一方、最低音の a は、第 14 番のアリア〈岩が不動であるように Come 
scoglio〉や、第 20 番の二重唱〈あの髪の褐色の方をとるわ Prenderò quel brunettino〉で
歌われ、独唱曲・重唱曲のどちらにも歌手の広い音域が反映されていると言えよう。また低
音については、次に低い h が第１幕にフィオルディリージが登場してすぐに歌う第４番の
二重唱〈ああ、妹よ、ご覧、Ah guarda,sorella〉で歌われている他、第 25 番のロンドでも
歌われている。このように、独唱曲だけでなく重唱曲でも低音が歌われることも、サリエリ
と異なっている。なお、フィオルディリージの楽曲は多い為、表５にあげた曲の中から特徴
を見出せるものとして、第４番二重唱、第５番五重唱、第 14 番アリア、第 20 番二重唱、





している。フィオルディリージが「勇士と愛人の風貌を兼ねそなえているわ Si vede un 
sembiante, guerriero, ed amante」と歌う 59 小節目からのフレーズでは、「そして ed」が


























人生を愛することが出来ようか Chi mai puo la vita amar」と５人全員で歌った際、彼女の
旋律にのみ十六分音符によるメリスマの動きが見られることは、注目すべき点である（譜例
21）。 









一方、続く第 10 番の三重唱や第 13 番の六重唱でもソロ部分もないが、上記のような独自
の旋律も見られず、重唱としての機能に準じているに過ぎない。 
 
３－３．第 14 番アリア〈岩が不動であるように Come scoglio〉 
 次に、フィオルディリージのアリアを見て行こう。Andante Maestoso で書かれたアリア
の前半で「岩礁がじっと動かないように contra i venti, e la tempesta」と歌う冒頭の旋律









                                                   
179 14 小節目の全音符は、自筆譜でも b¹と b²の両方が書かれ、どちらを歌うかは演奏者に委ねられてい
る（Mozart 2007：192）。 
169 
認められているが（Ferguson / Rehm 1991：186）、アリアの冒頭から装飾的要素や跳躍な
ど、歌唱テクニックが盛り込まれていることは特筆すべき点である。 




















                                                   
180 本文 pp.96-97 を参照。 
170 
ロンド〈お前をあがめるものの望みに〉と共通する特徴であり、さらには《花文字》に見ら
れたものと同様である。しかし、b から g²までの 13 度に渡り、これまで見て来た三連符の
例の中でも最も音域が広い。 






















３－５．第 25 番ロンド〈お願い、許して恋人よ Per pietà , ben mio perdona〉 
 次にフィオルディリージの２つ目の独唱曲である第 26 番のロンドを見てみよう。冒頭の
「お願い、許して恋人よ Per pietà , ben mio perdona」と歌う下行形のフレーズは、早くも








を消してくれるでしょう che vergogna e orror mi fa」と歌うフレーズでは、17 小節目で ais
から e²へ 12 度跳躍し、即座に１オクターヴ下の e¹へ下行している（譜例 28）。さらに 19






















かさに対しては Caro bene, al tuo candor」と歌う 113 小節目からのフレーズでは、「bene」




                                                   
181 歌詞は譜例 28 と同様である。 
173 
 
引き延ばされた「bene」は 117 小節目から一旦 h まで下行するが 118 小節目に２オクター
ヴ上の h²まで上行し、「あなた tuo」にもトリルが付けられ、２小節間引き延ばされて、こ
の曲を閉じている。 


























































第３節 ヴィンチェンツォ・カルヴェージ Vincenzo Calvesi(生没年不明) 
 テノール歌手のカルヴェージは、ローマで生まれた。彼の歌手活動については、1777 年
のカーニヴァルの時期にローマで出演したハイベルガーJoseph Heiberger（生没年不明）の
《大佐夫人 Il colonnello》のリナルド役が、最初の舞台出演とされている（Link 2011：22）。




Il marchese di Castel Verde》のマルケーゼ役を創唱した（Link 2011：23）。さらにこの時
期には、同じくローマのダーメ劇場で、サリエリのインテルメッツォ《思いがけない出発 La 
partenza inaspettare》183にも出演し、サリエリはこの上演を聴いていた（Rice 1998：340）。
同年 11 月 26 日にはトリエステのカーニヴァルにおいて、サリエリの《やきもち焼きの学
校》184の伯爵役を歌った（Link 2011：9）。この公演を聴いたツィンツェンドルフは 1779
年 11 月 26 日付で、「メッツォ・カラッテーレのカルヴェージは、アリア〈どんな世界も私







1781 年から 1784 年は、一旦ドレスデンに活動の拠点を移したものの、1784 年からは再
びイタリアに戻った。この時期には初演のオペラ作品への出演はない。 
1785 年からは、ウィーンのブルク劇場のオペラ・ブッファ団に参加し、同年４月 20 日
に、パイジェッロの《ヴェネツィアの王テオドーロ》の再演でのサンドリーノ役で、ウィー
                                                   
182 Link 2011 ではドランマ・ジョコーソと表記されているが、『The New Grove Dictionary of Music 
and Musicians』第２版では、オペラ・ブッファと表記され（Bowman／Maccrickard 2001：513）、もう
少し広義に捉えられている。 
183 初演は 1779 年のカーニヴァルに、ローマのヴァッレ劇場で行われた（Hettrich,Rice 2001：153）。
Link 2011 には、この出演についての記載がない。 









 1786 年‐1787 年のシーズンでは、11 月 17 日にマルティン・イ・ソレールの《珍事》の
ジョヴァンニ役、そして翌 12 月 27 日にはスティーヴン・ストーラスの《いかがわしさ》
にエウフェーミオのシラクーザ役と、続けざまに創唱した。マルティン・イ・ソレールの《珍
事》の補遺アリア〈つれない人を追って Seguir degg’io chi fugge〉は、カルヴェージのた
めに書かれたと考えられているため（Link 2011：18）、後で考察したい。また、ストーラス
のオペラへは、前年の《不満な妻》から連続の登場となる。 










 1788 年‐1789 年シーズンは、一旦ナポリに活動の地を移した。それまでイタリアで新作
オペラに出演したのは、ローマのカーニヴァルだけであったが、ブルク劇場での活躍があっ
てか、「プリモ・テノール primo tenor」と呼ばれ（Link 2011：13、15）、グリエルミの《高
貴な羊飼いの娘 La pastorella nobile》のアストルフォ公爵役（1788 年４月）、ファブリー
ツィ Vincenzo Fabrizi（1764-1812）の《驚きの出会い L’incontro per accidente》のレアン
                                                   
185 ピティッキオの《ずる賢い男 Il Bertoldo》、マルティン・イ・ソレールの《ディアーナの樹》、サリエ
リの《オルムスの王アクスール》の３作である（松田 2007：5）。 
186 ヴィンチェンツォ・カルヴェージと、彼の弟のジュゼッペ・カルヴェージ Giuseppe Calvesi（1784-
1791）を指す（Link 2011：11）。 
177 
ドロ役（1788 年夏）、そしてアンフォッシの《結婚の熱狂 I matrimoni per fanatismo》（1789
年 11 月）のアンニバーレ役を創唱した。 
 1789 年‐1790 年は再びブルク劇場に戻り、11 月 11 日にサリエリの《花文字》のフィデ
リング役187、1790 年に１月 26 日にはモーツァルトの《コシ・ファン・トゥッテ》のフェ
ランド役を創唱した。このシーズンは、ブルク劇場で上演された新作オペラ２作の両方に、
カルヴェージは出演しているのである。また、カルヴェージが 1785 年 11 月 25 日に出演し
たブルク劇場でのビアンキの《誘拐された村娘 La villanelle rapita》の再演にあたって、




















                                                   










































































































                                                   




















Martin y Soler 


















Martin y Soler 


















高貴な羊飼いの娘 La pastrella nobile  































































のオペラ・セリアがもてはやされた時代に、オペラの舞台に君臨していた（Jander / Steane  
2001：690-691）。カストラートの代表的な役柄は、モンテヴェルディの《ポッペアの戴冠
L’Incoronazione di Poppea》(1642-43 年)のネローネ役や、ヘンデルの《ジューリオ・チェ















 次に、『The New Grove Dictionary of Music and Musicians』第２版では、テノールが務


































いて、彼が歌った役柄は「プリモ・メッツォ・カラッテーレ primo mezzo carattere」の位
置づけであった（Link 2011：13）。歌手の役柄の区分で、最も地位が高いのは「プリマ・ド
ンナ」と「プリモ・ウオーモ」（カストラートによる）であり、テノールはそれに続いて、
「プリモ・テノール primo tenore」と呼ばれ、一段階下の階層に位置付けられていた（Jander 
/ Steane  2001：690-691）。しかしこれらの用語はドランマ・ジョコーソでは、流動的にな
り、概ね「プリマ・ブッファ prima buffa」、「プリモ・ブッフォ・メッツォ・カラッテーレ
primo buffo mezzo carattere」あるいは「プリモ・メッツォ・カラッテーレ」、そして「プ
リモ・ブッフォ・カリカート primo buffo caricato192」の３者の組み合わせから成り立って














                                                   
191 《フィガロの結婚》におけるバスのフィガロ役とアルマヴィーヴァ伯爵役を指す。 
192 caricato は「誇張した」の意。 
183 
１．サリエリ《トロフォーニオの洞窟 La grotta di trofonio》のアルテミドーロ役 
 《トロフォーニオの洞窟》（以下《トロフォーニオ》）、は、1785 年 10 月 12 日にブルク
劇場で初演されたサリエリの新作オペラである。前シーズン（1784 年―1785 年）、ダ・ポ
ンテと共作した《一日成金》（1784 年 12 月６日）の失敗から、サリエリはこのオペラでは
再びカスティ Giovanni Battista Casti（1724-1803）との共作に戻った。カスティとは、同
















蔵の現代譜（Callegari  1984）の歌詞を参考にしている194。 
以下は、カルヴェージが創唱したアルテミドーロ役の楽曲についてまとめたものである
（作表は執筆者）。 
















Il diletto che in petto mi sento 
B-dur Allegro 6/8 d e¹ 
8.アリア Aria 
この森の影に Di questo bosco ombrosa 
Es-dur Cantabile 2/4 f as¹ 
11.アリア Aria 
喜びに万歳 Evviva la gioia 
C-dur Allegro assai 6/8 g a¹ 
14.フィナーレ Finale 
恋人との喜び È un piacer col caro amante 




Sognai o sogno ancor? 
A-dur （Adagio） 2/4 e a¹ 
7.三重唱 Terzetto 
どうして何度も順番に 
Ma perche in ordine il tutto vada  
C-dur Allegro assai 3/4 g g¹ 
8.二重唱 Duetto 
厳しく気難しいあの顔 
Quel muso arcigno e burbero 
A-dur Un poco andante 2/4 dis e¹ 
9.フィナーレ Finale 
トロフォーニオ、トロフォーニオ 
Trofonio, trofonio  
B-dur Andante ma non troppo 4/4 c f¹ 
 
                                                   
195 サリエリの自筆譜では、第 13 番のカヴァティーナ〈来たまえマエストロ、指導者よ Vieni ò maestro 
e duce〉はアルテミドーロ役と書かれているが、前に付いているレチタティーヴォをプリステーネが歌っ
ていることから、誤りであると考えられる。これは現代譜でも、プリステーネと記載されている











 これらのアルテミドーロ役の最高音は第１幕第 11 番のアリア〈喜びに万歳 Evviva la 
gioia〉と、第２幕第５番のアリア〈夢か、まだ夢を見ているのか？Sognai o sogno ancor?〉
の a¹である。その他第１幕第８番のアリア〈この森の影に Di questo bosco ombrosa〉の最
高音は as¹であるが、重唱曲では a¹や as¹に準じる音高はない。一方最低音は、第２幕第９
番の c が最も低いが、その他は独唱曲と重唱曲との間でその使い方に区別がない。テノール













































１－２．第１幕第８番アリア〈この森の影に Di questo bosco ombrosa〉 
アルテミドーロ役の最初のアリアは、19 小節もの長い前奏を経て始まる。このオペラの
                                                   
198 ストーラスとコルテッリーニが 1786 年に共演したサリエリの《まずは音楽、お次がせりふ》でも、
同じ配置である。参照楽譜：Salieri, Antonio. Prima la musica e poi parole, herausgegeben von Karl-






 23 小節目からの「孤独に待っている al solitario aspetto」と歌うフレーズでは、早くも


















                                                   
199 Händel の《Giulio Cesare in Egitto》のクレオパトラのアリア〈Tutto può donna vezzosa〉は前奏
が 20 小節、チェーザレのアリア〈Quel torrente che cade dal monte〉は 19 小節書かれている。また、
モーツァルトのオペラ・セリアである《ルーチョ・シッラ》ジュ―ニア役のアリア〈Ah se il crudel 
periglio〉には 33 小節もの前奏が書かれている。 
200 本文 pp.99-100 を参照。 





























                                                   


































このアリアでは、17 小節目からの「喜びに万歳、万歳！Evviva,Evviva la gioia」と歌う
フレーズで、「万歳 evviva」を３回目に繰り返す部分と、さらに続く「喜びが心を占領する













１－４．第１幕第 14 番フィナーレ〈恋人との喜び È un piacer col caro amante〉 
 全ての登場人物によって歌われる第１幕のフィナーレでは、スコア上、ドーリ、オフェー
リアが歌唱パートの１段目に配置され、アルテミドーロは続く２段目に配置されている。終
盤の Allegro moderato になるまでは、それぞれの登場人物によるソロ的部分であるため、
アルテミドーロの音楽に注目したい。 
















Allegro ma non troppo の中間部では、「ブッファ役」の性格がより誇張され、アルテミド
ーロが「私は体中に喜びを感じる、愛するオフェーリア、私の心、愛の苦悩は捨て去った Io 









ンラランラ Ran la ran la」と前打音を付けた付点のリズムによって細かく歌っている。こ






















 先立つレチタティーヴォには、アリアまでの９小節間に渡る Adagio の間奏があり、その

























難しいあの顔 Quel muso arcigno e burbero〉で歌われる。これは２人の唯一の二重唱であ
るが、オフェーリアのソロ部分が多く、アルテミドーロの旋律には、独唱曲で見られたよう
な特徴を見出すことが出来ない。 






















                                                   

































２．マルティン・イ・ソレール《珍事 Una cosa rara》のジョヴァンニ役 












曲種／曲名 速度標語 拍子 調 最低音 最高音 
第１幕 
2.三重唱 Terzetto 
いったいどうして Perchè mai nel sen 
Allegro 3/4 C-dur c g¹ 
5.アリア Aria 
ユリよりも白い Più bianca di giglio 
Andante amoroso 2/4 C-dur d f¹ 
14.フィナーレ Finale 
裏切り者 Traditori, in van sperate 
Allegro 2/2 D-dur c g¹ 
第２幕 
6A.アリア Aria(Appendix) 
つれない人を追って Seguir degg’io chi fugge 
Adagio 4/4 Ｂ-dur c a¹ 
7.六重唱 Sextetto 
愛しい手を出して Dammi la cara mano 
Larghetto 3/4 G-dur f e¹ 
                                                   
204 本文 pp.65-66 を参照。 
205 使用楽譜は Martin y Soler, Martin Una cosa rara, edición crítica a cargo de Irina Kriajeva. Música 
hispana. Serie A, Música lírica ; 35, Madrid : Instituto Complutense de Ciencias Musicales; 2001.であ
る。このスコアについては本文 pp.108-109 を参照。 
197 
8.アリア Aria 
どうして騙したのだ Perche farla 
Larghetto 2/4 A-dur d a¹ 
 
11.カヴァティーナ Cavatina 
Non farmi più languir, 
Andantino un poco 
sostenuto 
6/8 B-dur f g¹ 
12.カヴァティーナ Cavatina 
Ho visto ai pianti miei 
Andantino un poco 
sostenuto 
6/8 B-dur f g¹ 
13.六重唱 Sestetto 
Zitto! Io sento 
Larghetto 4/4 Es-dur g f¹ 
15．フィナーレ Finale 
ほら、ほら猟師よ Su, su cacciatori 



















                                                   
206 この再演にカルヴェージは出演していない。 
207 今日の批判校訂版では、第２幕第６番Ａは補遺に置かれている（Kriajeva 2001）。 
198 
くするのではなく、ジョヴァンニ役のアリアを短いものに代えることで解決させたと Link










譜例 11 第１幕第 14 番フィナーレ〈裏切り者 Traditori, in van sperate〉 
 
 
さらに第２幕第７番六重唱〈愛しい手を出して Dammi la cara mano〉では、登場人物達が
一同に歌う中で、突如「Per sempre il mio tesoro いつまでもあなたは私の宝だ」と歌うソ











譜例 12 第２幕第７番六重唱〈愛しい手を出して Dammi la cara mano〉 
 
 
特に、譜例 12 では、「宝 tesoro」という言葉を引き延ばし、ジョヴァンニ役の旋律を効果











                                                   
208 本文 pp.197-198 を参照。 
209 A 部分では、Es-dur のⅤ度で始まり、二小節目で一度解決し、Ｂ部分の Cantabile に向かってⅤ度
に進行し、Cantabile 部分は B-dur に転調する。 
200 
トがアリアの前に 45 小節間置かれている。 















「私の苦しみを笑うとは che ride al mio penar」と歌う 80 小節目からのフレーズでは、「苦
しみ penar」がメリスマの動きによって８小節間引き延ばされ、さらに 88-89 小節目でアリ
アの最高音の a¹まで上行し、トリルによってフレーズが締めくくられている（譜例 14）。 
 
 
























 Cantabile による中間部でも、譜例 14 ほどの長さではないが十六分音符のメリスマがあ
                                                   
210 Ｂ部分（Cantabile）は B-dur だが、譜例 14 の部分は F-dur 的に転調している部分である。 








Presto 部分の「私の不運な情熱は、再びあなたに向かって進んでいく A miei mali una 
speranza pur m’a avanza ancora in te」と歌う曲の締めくくりでは、全音符や二分音符を
中心に構成される。これは「セリア役」に典型的な息の長い旋律（Gidwitz 1996：201）で




















２－２．再演版：第８番〈どうして騙したのだ Perchè farla〉 
1787 年以降、《珍事》の再演では、第２幕第６番 A ではなく、第８番〈どうして騙した
のだ〉が歌われるようになった。このアリアは、Larghetto（2/2）―Allegretto amoroso（2/4）
の二部分で構成されている。最高音は a¹で、第６番 A のアリアと同様である。最低音は d




Larghetto の前半部では、「どうして騙したのだ、目の前の美しい貴女 Perchè farla, eterni 








また、四角括弧内のような、十六分音符が時折歌われるが、第６番 A の譜例 14 のような、
長大なメリスマは書かれていない。その代わりに、音符上に置かれたフェルマータは多く、
任意による装飾となっている。 
 「私を死なせるひどい人、心の女神 Ma un area, che mi dà morte, è la Dea di questo cor」
と繰り返すアリアの後半部は、三十二分音符と十六分音符による付点のリズムや、前打音が
目立ち、堰を切ったように感情をぶつけている。そして、最後のフレーズでは、最高音の a
























                                                   
212 本文 pp.197-198 を参照。 
205 
３．モーツァルト《誘拐された村娘 La villanelle rapita》への挿入曲 K.479、K.480 
 《誘拐された村娘》は、ビアンキが作曲したオペラ・ジョコーザ opera giocosa であり、
ヴェネツィアのサン・モイゼ劇場で 1783 年の秋に初演が行われた。台本を手掛けたのはベ
ルターティ Giovanni Bertati（1735-1815）で、オペラは２幕で構成されている。このオペ




めておっしゃって、私がどんな過ちをしたのか Dite almeno, in che mancai〉K.479 と、三
重唱〈優しいマンディーナ Mandina amabile〉K.480 である。四重唱については、1785 年
11 月５日付で自作作品目録に、「オペラ『誘拐された村娘』の四重唱。コルテッリーニ夫人、
カルヴェージ氏、マンディーニ氏とブッサーニ氏のために。」と記された（海老澤 2001：












曲種／曲名 調 速度標語 拍子 最低音 最高音 
四重唱 Quartetto 
せめておっしゃって、私がどんな過ちをしたのか 
Dite almeno, in che mancai K.479 
Es-dur Allegro 4/4 es as¹ 
三重唱 Terzetto A-dur Andante 3/8 e g¹ 
206 





































































４．モーツァルト《コシ・ファン・トゥッテ Cosi fan tutte》のフェランド役 
 最後に、カルヴェージが創唱した《コシ・ファン・トゥッテ》（以下《コシ》）のフェラン
ド役を考察する。《コシ》については、フェッラレーゼについて取り上げた第２節でも述べ
たが213、初演されたのは 1790 年１月 26 日である。カルヴェージの他にフェッラレーゼ（フ
ィオルディリージ）、ドロテア・ブッサーニ（デスピーナ）、ベヌッチ（グリエルモ）らが、
1789 年 12 月 11 日に初演されたサリエリの新作オペラ《花文字》から続投して、このオペ
ラを創唱している。 
 カルヴェージが歌ったフェランド役は、姉妹の恋人という設定で、このオペラで唯一のテ





曲種／曲名 調 速度標語 拍子 最低音 最高音 
第１幕       
1.三重唱 Terzetto 
僕のドラベッラは La mia Dorabella 
G-dur Allegro 4/4 e g¹ 
2.三重唱 Terzetto 
女の貞操なんて È la fede delle femmine 
E-dur Allegro 2/2 gis gis¹ 
3.三重唱 Terzetto 
楽隊をつれて、素敵なセレナードを 
Una bella serenata 
C-dur Allegro 4/4 g a¹ 
6.五重唱 Quintetto 
ああ、この足は 
Sento oddio, che questo piede 
Es-dur Andante 2/2 gis a¹ 
7.小二重唱 Duettino 
運命にさえ命令をする Al fato dàn legge 
B-dur Andante 2/4 f g¹ 
8.五重唱 Quintetto F-dur Andante 4/4 f g¹ 
                                                   
213 本文 p.164 を参照。 




可愛いデスピーナちゃん Alla bella Despinetta 
C-dur Allegro 4/4 e a¹ 
16.三重唱 Terzetto 
お笑いなさるか？？E voi ridete? 
G-dur Molto Allegro 3/4 g g¹ 
17.アリア Aria 
いとしき人の愛のそよ風は Un’auna amorosa 
A-dur Andante cantabile 3/8 d a¹ 
18.フィナーレ Finale 
今や私にとって人生は 
Ah che tutta in un momento 
D-dur Andante 2/4 f a¹ 
第２幕       
21.二重唱と合唱 Duetto con coro 
やさしい風よ Secondate, aurette amiche 
Es-dur  Andante 3/8 f as¹ 
22.記載なし 
お嬢様お手をどうぞ La mano a me date, 
D-dur Allegretto grazioso 8/6 a f¹ 
24.アリア Aria 
ああ、よく分かる、その美しい魂が 
Ah lo veggio,quell’anima bella 
B-dur Allegretto 2/4 f b¹ 
27.カヴァティーナ Cavatina 
裏切られて、嘲笑されて、Tradito,schernito 
c-moll Allegro 2/4 g a¹ 
29.二重唱 Duetto 
もうすぐ私の誠実な婚約者の 
Fra gli amplessi in pochi istanti 
A-dur Adagio 2/4 e a¹ 
30.記載なし 
人は女を非難するが Tutti accusan le donne, 
C-dur Andante 2/2 d¹ a¹ 
31.フィナーレ Finake 
早くやって皆さんがた 
Fate presto, o cari amici, 
C-dur Allegro assai 4/4 c b¹ 
 
211 




あるため、数量的な優遇はない。これらの楽曲の最高音は b¹で、第 24 番アリア〈ああ、
よく分かる、その美しい魂が Ah lo veggio,quell’anima bella〉と第 31 番フィナーレ












曲の中から、３つの独唱曲と、第５番五重唱、第 18 番フィナーレを楽曲順に考察する。 
 

















４－２．第１幕第 17 番アリア〈いとしき人の愛のそよ風は Un’auna amorosa〉 
 次に、フェランド役の第１幕第 17 番のアリア〈いとしき人の愛のそよ風は Un’auna 
amorosa〉を見てみよう。このアリアは終始 Andante cantabile によるもので、サリエリや
マルティン・イ・ソレールによるアリアと共通した速度標語である。フェランドは「いとし
き人の愛のそよ風は、心に甘きなぐさめを与えてくれる Un’aura amorosa, Del nostro 
213 
tesoro, Un dolce ristoro, Al cor porgerà」と歌い出すが、９小節目からのフレーズには、既







 また、連続する十六分音符の他に、「これ以上なんの食べ物も必要としない D’un’esca 































４－３．第 18 番フィナーレ〈今や私にとって人生は Ah che tutta in un momento〉 
 第５番では、カルヴェージのコロラトゥーラのテクニックが重唱にも用いられていると
述べたが、第１幕第 18 番フィナーレ〈今や私にとって人生は Ah che tutta in un momento〉
では、それが二カ所で指摘出来る。この場面では、異国の男に変装したフェランドとグリエ
ルモが、姉妹の気を引くために、みせかけの自殺をはかる。動揺する姉妹を見て、フェラン
ドとグリエルモは 200 小節目から「こんなに愉快なお芝居はまたとないな Più bella 

























４－４．第２幕第 24 番アリア〈あぁよく分かる、その美しい魂が Ah lo veggio, quel’ ani-
ma bella〉 
 次に、フェランドの２つ目のアリアを考察する。このアリアは Allegretto の前半部と
Allegro の後半部の二部分から構成されている。 
 このアリアには前奏がなく、前に置かれたレチタティーヴォから繋げて歌われる。「友
愛を示したからといって、それが裏切り行為ではないでしょう Non è fatta per esser 
rubella, Agli affetti di amica pireà.」と歌う５小節目からのフレーズには、早くもオペラ


















そして、最高音 b¹は、何らかのフレーズに限定されず、曲の最後まで 13 回も歌われる。












ては困難なものであるとモーツァルトが判断したという Tyson の主張について、Link は自
筆譜の読み間違いであると指摘した。Link はモーツァルトが彼自身の手によって、先立つ
レチタティーヴォの後にアリアが続くように指示していることを挙げ、このアリアが明確
                                                   












４－５．第２幕第 27 番カヴァティーナ〈裏切られて、嘲笑されて、Tradito, Schernito〉 
 次に、フェランドの３つ目の独唱曲〈裏切られて、嘲笑されて、Tradito, Schernito〉を














                                                   
216 本文 pp.150-151 を参照。 
219 
４－６．第２幕第 29 番二重唱〈もうすぐ私の誠実な婚約者の Fra gli amplessi in pochi 
istanti〉 
 最後に、フィオルディリージとフェランドによって歌われる二重唱〈もうすぐ私の誠実な
婚約者の Fra gli amplessi in pochi istanti〉を考察する。 
 フェランドのソロ部分では、「もし力がないなら私の手を添えましょう E se forza, oh Dio, 











































                                                   
217 本文 p.177 を参照。 
221 
































第４節 フランチェスコ・ベヌッチ Francesco Benucci(1745-1824) 
 イタリアのリヴォルノ220出身のバス歌手ベヌッチは、1768 年の春にガルッピの《田舎
の哲学者 Il filosofo di campagna》のドン・トリテーミオ役を皮切りに、イタリアを中心に
歌手活動を始めた。1778 年の秋にはヴェネツィアでアンフォッシの《オランダのアメリカ
娘 L’americana in Olanda》の初演でナイム―ル男爵役を歌ったのが、現在明らかとなって
いる最初の創唱役である（Link 2004：14）。ベヌッチは、以降も一流のブッフォ歌手とし
てイタリア各地で活躍を続けた（Raeburn 2001：298）。1781 年にはローマでチマローザの
《パリの絵書き Il pittore parigino》のクリッカ男爵役を創唱した。そして 1782 年にはミ
ラノのスカラ座で、９月 14 日にサルティの《争う２人の間で》でティッタ役を創唱し、毎
年イタリア各地で新作オペラに出演していた（Link 2004：14）。カスティがサルティのオ

















                                                   
220 イタリア中西部トスカーナ州の海に臨む港町。 
221 Rich vocal timbre, most excellent singer : the most graceful buffo known to me, without vulgarity 





































（Link 2004：12）。第６場のアリアは〈何をいうのだ、タッデ―オ Che ne dice tu, Taddeo〉
を指し、短い旋律のフレーズで言葉が早口で頻繁に繰り返される、オペラ・ブッファの典型
的なアリアを指している（Link 2004：12）。 
 1785 年‐1786 年シーズンは、４月 27 日にリギーニの《思いがけない出会い L’incontro 
inaspetto》のプロコーロ男爵役、６月１日にスティーヴン・ストーラスの《不満な妻》のロ
スモンド役を創唱した。10 月 12 日に初演されたサリエリの《トロフォーニオの洞窟》のト
ロフォーニオ役については、ツィンツェンドルフは「彼は魔法使いの場面を、見事に演じた」


























 1789 年‐1790 年には、12 月 11 日にサリエリの《花文字》のルスティコーネ役、そし





方を見てあげて下さい Rivolgete a lui lo sguardo〉 K.584 が書かれた。これは《コシ》の





 ベヌッチについては、彼のキャリアのピークとされる 1793 年に、『ベルリン音楽新聞
Berlinische musikalische Zeitung』で次のように述べられている（Link 2004：8）。 
 






















































                                                   
225 Link 2004：15-16 を参照。オペラのジャンルについては、執筆者が『The New Grove Dictionary of 
























パリの絵書き Il pittore parigino 

















やきもち焼きの学校 La scuola de’ gelosi  

































思いがけない出会い L’incontro inaspetto 

























Martin y Soler 









まずは音楽、お次がせりふPrima la musica e poi le parole 



















Martin y Soler 
























































秘密の結婚 Il matrimonio segreto 
Opera buffa 
ロビンソン伯爵 













                                                   
227 この曲は現在コンサート・アリアに区分されているが、もともと《コシ》の初演のために用意された
ものである為、役名にはグリエルモと記した。 



















































次に『The New Grove Dictionary of Music and Musicians』第２版の「バス」の項では、






































洗練されたこっけいなブッフォのタイプ」をブッフォ・カリカート Buffo caricato と定義し
ている。一方 Rice 1998 も同じ用語を使っているが、「ブッフォ・カリカート（風刺的なお
どけ役）として、滑稽な男性の人物の描写を専門とする歌手」と述べ、どちらも喜劇的な登
場人物を指してはいるが、Link は「洗練された」、そして Rice は「風刺的」と説明し、両
者のニュアンスは異なっている。このブッフォ・カリカートという用語も含め、バスの細か
                                                   

































１.サリエリ《トロフォーニオの洞窟 La grotta di trofonio》のトロフォーニオ役 
























Questo magico abituro 




Venite o Donne meco 




Trofonio, trofonio  




                                                   
232 本文 p.183 を参照。 





最低音は第１幕第７番の G が最も低く、第２幕第６番のアリアでも１点より低い H が歌わ
れている。こうした低音はアリアだけに用いられ、重唱曲はどちらも c¹に留まっている。




１－１．第１幕第７番アリア〈目に見えない精霊 Spirti invisibili〉 
トロフォーニオ役のアリアは、各幕に１曲ずつ配置されている。最初に登場して歌うこの













「目に見えない精霊は轟音と稲妻を呼び起こす Spirti invisibili che i te per l’aere di tuoni, 
e folgeri eccitator.」と歌う冒頭のフレーズは、同音反復によって朗唱的に歌われる。 
特に「稲妻 folgeri」という言葉に対しては、26 小節目の部分には１オクターヴの跳躍が付
けられ、27 小節目の部分にはトロフォーニオ役の最高音である f¹が付けられ、言葉のニュ
                                                   











底に、無知な人々はおののく e voi di rupi e d’antri cupi, voi del profondo centro del mondo, 
al volgo incogniti agitator.」と歌う 31 小節目からのフレーズは、c¹の音から始まり、35－








中間部にあたる Un poco ritenuto の 4 分の３拍子の部分では、83 小節目から「なんと暗
い物ぐさ、にぶくのしかかる重たさよ Oi sendi ignavi offuschi, e aggravi pesante, e torpido」




























                                                   



























部分では、合唱を伴っているが 168 小節目の「精霊 spiriti」は、最高音の次に高い e¹が１
小節間フェルマータによって引き延ばされている（譜例５）。 
 
                                                   


























                                                   



























o Donne meco」と歌う冒頭のフレーズや、「おいで、おいでこの洞窟に Venite, venite,in 
                                                   
238 本文 pp. 150-151 を参照。 
240 















































































曲種 曲名 調 速度標語 拍子 最低音 最高音 
第１幕      
1.小二重唱 Duettino  
5…10…Cinque…Dieci 
G-dur Allegro 4/4 d d¹ 
                                                   
239 本文 pp.61-62 を参照。 
240 父レオポルトに宛てて書いたもの。 




Se a caso madama la note ti chiama  
B-dur Allegro 2/4 F f¹ 
3.カヴァティーナ Cavatina 
もし踊りをなさりたければ Se vuol ballare  
F-dur Allegretto 3/4 B f¹ 
10.アリア Aria 
もう飛ぶまいぞ、この蝶々 
Non più andrai farfallone amoroso 
C-dur Allegro (vivace) 4/4 c e¹ 
第２幕       
16.フィナーレ Finale 
もう出てこ来い、不埒な小僧め 
Esci omai garzon malnato 
Es-dur Allegro 2/2 G es¹ 
第３幕       
19.六重唱 Sestetto 
おかあさんをよく見ておくれ 
Riconosci in questo amplesso 
F-dur Andante 4/4 F d¹ 
23.フィナーレ Finale 
行進曲です、行きましょう Ecco la marcia, andiamo 
C-dur Marcia 4/4 g c¹ 
第４幕       
27.アリア Aria 
眼をちょっと見開いて Aprite un po' quegl'occhi 
Es-dur Moderato 
 
4/4 d es¹ 
29.フィナーレ Finale 
そっと近づいて Pian pian in le andrò più presso 













曲と、重唱曲は第２番の小二重唱、第 16 番フィナーレ、第 19 番の六重唱を取り上げ、順
に追って考察する。 
  
２－１．第２番小二重唱〈奥様がお呼びのときは Se a caso madama la note ti chiama〉 
まず、スザンナとフィガロによって歌われる第２番の小二重唱〈奥様がお呼びのときは
Se a caso madama la note ti chiama〉を見てみよう。前半のフィガロのソロ部分に着目
すると、オペラが始まって２曲目にも関わらず、早くもフィガロ役の楽曲の中で最も高い












２－２．カヴァティーナ第３番〈もし踊りをなさりたければ Se vuol ballare〉 
第１幕の３曲目にあたるこの楽曲で、フィガロは早くも独唱曲を歌っている。このカヴ


















 また、「おっと、待った、ma piano…」と歌う 51 小節目からのフレーズでは、52・53 小








                                                   












２－３．第 10 番アリア〈もう飛ぶまいぞ、この蝶々Non più andrai farfallone amoroso〉 
次にフィガロの２つ目の独唱曲である第 10 番アリア〈もう飛ぶまいぞ、この蝶々Non 






来る。25 小節目からの「donnesco color あの女のような紅も」と歌うフレーズでは、d¹か








て、「山や谷を行進だ、トロンボーンと臼砲と大砲の合奏に合わせて Con le nevi e i 

























２－４．第 16 番フィナーレ〈もう出てこ来い、不埒な小僧め Esci omai garzon malnato〉 
第 16 番のフィナーレ〈もう出てこ来い、不埒な小僧め Esci omai garzon malnato〉で
は、「反対なさらないでください nol contrastate」と歌う 449 小節からの旋律に、言葉の
















次に、全登場人物243が揃う 783 小節目以降の Più allegro の部分では、「地獄の悪魔が彼
らをここに寄越したに違いない Certo un diavol dell’inferno, Qui il ha fatti capitar」と歌
                                                   
243 スザンナ、伯爵夫人、マルチェッリーナ、バジリオ、バルトロ、伯爵、フィガロ。 
249 















２－５．第 19 番の六重唱〈おかあさんをよく見ておくれ Riconosci in questo amplesso〉 
 ここまでは、フィガロ役の高音を指摘してきたが、第 19 番の六重唱〈おかあさんをよ
く見ておくれ Riconosci in questo amplesso〉では、フィガロの最低音である F が書かれ
ているため注目して見てみよう。この六重唱は、前述の第 16 番のフィナーレと同様に、
フィガロがスコアの最も下声部に配置されている。 
最低音の F が歌われるのは、フィガロのソロ部分である 100 小節目からのフレーズで、
「あれが俺の父さんだ、彼もそう言うだろう mio padre che a te lo dirà」のうち、「dirà
言う」に F が書かれている（譜例 21）。 
※譜例 21 は次ページ参照。 












２－６．第 27 番アリア〈眼をちょっと見開いて Aprite un po' quegl'occhi〉 
次に、第４幕で歌われるフィガロの３つ目の独唱曲である第 27 番のアリアを見てみよ
う。このアリアはテンポ等による区分を持たず、一貫して Moderato の速度標語のまま最
後まで歌われる。「女どもは、俺たちを苦しめるために魅惑する魔女だ Son streghe che 










                                                   
245 第１幕第 18 場、第 10 番合唱つきアリア〈おおイシス、オシリスの神よ O Isis und Osiris〉、第 15
番アリア〈この聖なる殿堂では In diesen heil’gen Hallen〉。 
251 
シラビックな旋律は他にもあり、「人を欺く名人で、人を苦しませるのが得意。知らん顔
をし、嘘をつき、愛を感じず Maestre d’inganni, Amiche d’affanni, Che fingono, 

























                                                   




















































曲種 曲名 速度標語 拍子 調 最低音 最高音 
第１幕 






Un briccone senza core 




In quegli anni in cui solea 




Traditori, in van sperate 
Allegro 2/2 D-dur a e¹ 
第２幕 
   
 
  
                                                   
247 本文 pp.65-66、p.108 を参照。 





Andiam, caro Tita 




Dammi la cara mano 




Ah mal haya aquella mano! 




Zito! Io sento 






Su, su cacciatori 
Allegretto 6/8 C-dur a e¹ 
 
 ベヌッチが歌ったティータ役には、２曲のアリア（第１幕第 11 番、第２幕第９番）とフ
ィナーレを含む６曲の重唱曲（第１幕第６番、第 14 番フィナーレ、第２幕第１番、第７番、













の Un briccone senza core, no non voglio più sposar.」と繰り返すが、これに対してティー
タは「愛のないいじわるさん、夫婦になりたくないのかい Un briccone senza core, no non 
















見出すことが出来る。「いたずらっこの振る舞いは、許しておけないよ son azioni di 


































と美しい帽子と花を見つけよう il cappllo e il fiore più bello ch’io possa trovar」 
と歌う 21 小節目からのフレーズでは、ティータの歌唱旋律がルビーノの旋律を飛び越え、
















３－５．第２幕第９番アリア〈あぁ災いの手が降りかかる！Ah mal haya aquella mano!〉 











アリアの前半には旋律にセリア的な性格が含まれていたが、Allegro 部分では譜例 29 の
ようなオクターヴの跳躍を含め、シラビックな旋律が多い。 
 そして、ティータ役の最高音である fis¹は、アリアを締めくくる 123 小節目からの「お慈

















３－６．第２幕第 13 番七重唱〈静かに！私は感じる Zito! Io sento〉 














                                                   

































４．モーツァルト《ドン・ジョヴァンニ Don Giovanni》のウィーン初演レポレッロ役 
 次に、《ドン・ジョヴァンニ》のレポレッロ役を見てみよう。このオペラの初演は、1787
年にプラハで行われた。プラハ初演でレポレッロを歌ったのは、バス歌手のフェリーチェ・
ポンツィアーニ Felice Ponziani (生没年不明) である。モーツァルトのオペラでは、1786
年の《フィガロの結婚》のプラハ初演でフィガロ役を演じ、1786 年 12 月 19 日付の『プラ











ベーレンライター社より出版されている、モーツァルト新全集 Neue Mozart-Ausgabe の第
２篇第 17 巻に収められている現代譜のフルスコアを使用する。編集者 Wolfgang Plath と
Wolfgang Rehm が、1968 年に、自筆原稿をもとに作成したものである。 
  以下の表５は、レポレッロ役の楽曲についてまとめたものである（作表は執筆者）。 
 
表５：《ドン・ジョヴァンニ》のレポレッロ役の楽曲(太枠はウィーン初演で加えられた二重唱) 
曲種 曲名 調 速度標語 拍子 最低音 最高音 




Notte e giorno faticar 




Madamina,il catalogo è questo 
D-dur Allegro 4/4 A e¹ 
13.フィナーレ 早く、早く、あの男がくる前に C-dur Allegro assai 4/4 c e¹ 
262 
Finale Presto presto,pria ch'ei venga 




Eh via buffone 
G-dur Allegro assai 
 




Ah taci, ingiusto core 
A-dur Andantino 
 




Sola sola in buio loco 
Es-dur Andante 
 




Ah pietà, signor miei, 
G-dur Allegro assai 
 




Per queste due manine 
C-dur Allegro moderato 
 




O statua gentilissima 
E-dur Allegro 
 




Già la mensa è preparata 
D-dur Allegro vivace 
 










たポンツィアーニに音域が合わせてあるため、《フィガロの結婚》で見られた F や G は、
《ドン・ジョヴァンニ》では見られない。なお、レポレッロ役の楽曲考察は、ベヌッチが
歌ったウィーン初演版のために加えられた第 21 番 a の二重唱〈きみのこのちっちゃな手
Per queste due manine〉に限定する。 
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di costei, Chi capitar mi fe’」と歌う 30 小節目からのフレーズは、音域が d¹から G まで及
ぶ広いものになっている（譜例 33）。 
 

















































                                                   








５．モーツァルト《コシ・ファン・トゥッテ Cosi fan tutte》のグリエルモ役 
 最後に、ベヌッチが 1790 年に出演したモーツァルトの《コシ・ファン・トゥッテ》のグ
リエルモ役を考察する。《コシ》の概要についてはこれまでにも述べてきたが251、初演され










曲種 曲名 調 速度標語 拍子 最低音 最高音 




La mia Dorabella 




È la fede delle femmine 




Una bella serenata 




Sento oddio, che questo piede 




Al fato dàn legge 





F-dur Andante 4/4 c d¹ 
13.六重唱 可愛いデスピーナちゃん C-dur Allegro 4/4 c e¹ 
                                                   
251 本文 pp.75-76 を参照。 
252 本文 p.164 を参照。 
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Non siate ritrosi 
G-dur Andantino 2/4 d e¹ 
15a.補筆アリア 彼の方を見てあげて下さい 
Rivolgete a lui lo sguardo 




E voi ridete? 




Ah che tutta in un momento 
D-dur Andante 2/4 A es¹ 
第２幕       
21.二重唱と合唱 
Duetto con coro 
やさしい風よ、 
Secondate, aurette amiche 
Es-dur  Andante 3/8 es es¹ 
22.記載なし お嬢様お手をどうぞ、 
La mano a me date, 




Il core vi dono 




Donne mie, la fate a tanti a tanti 
G-dur Allegretto 2/4 H e¹ 
30.記載なし 人は女を非難するが 
Tutti accusan le donne, 




Fate presto, o cari amici, 
C-dur Allegro assai 4/4 As es¹ 
 
 グリエルモは、２曲のアリア（第 15 番と第 26 番）がある他、フィナーレを含む 14 曲
もの重唱曲を歌っている253。これらの楽曲は、最高音は e¹で、《ドン・ジョヴァンニ》の
レポレッロ役の場合と共通しているが、《フィガロの結婚》に比べると最高音が一音低
い。しかし、当初予定されていた第 15 番〈恥ずかしがらずに Non siate ritrosi〉の代わり
に、新たに書かれた第 15 番 a の補筆アリア〈彼の方を見てあげて下さい Rivolgete a lui 
                                                   
253 曲種に記載がない楽曲（第 22 番、第 30 番）は、重唱的に歌われるので数に含めている。 
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lo sguardo〉では、最高音が fis¹であり、フィガロ役やレポレッロ役よりも高く書かれて




ア、第 15 番 a 補筆アリア、第 26 番アリア、第 31 番フィナーレに限定して考察を行う。 
 
５－１．第６番五重唱〈ああ、この足は Sento oddio, che questo piede〉 
 第６番の五重唱では、グリエルモのソロ部分に着目しよう。６小節目からグリエルモは
「あなたの前に進み出ようとしません è restio nel girle avante」と歌っているが、７小節







目からの「誰が人生を愛することが出来ようか Chi mai può la vita amar」の「人生










重唱で F が見られるため、グリエルモの G は彼にとって困難ではないと考えられる。加え




５－２．第 15 番アリア〈恥ずかしがらずに Non siate ritrosi〉 




に、ここではまず第 15 番アリアを考察したい。 
この場面でグリエルモは、異国の男に変装し、姉妹の気を引くために自分の容姿を自慢








ほとんどの旋律が G-dur の主和音の分散和音や音階的な簡素な作りである。 




                                                   
254 モーツァルトの生誕 250 年を記念して行われた 2006 年のザルツブルク音楽祭の公演（７月 31‐８月
16 日祝祭大劇場、マンフレッド・ホーネック指揮、ウルゼル&カール＝エルンスト・ヘルマン演出、ウィ
ーン・フィルハーモニー管弦楽団、グリエルモ役はステファーノ・ドグー。）でも、第 15 番アリア〈ため





５－３．第 15 番 a 補筆アリア〈彼の方を見てあげて下さい Rivolgete a lui lo sguardo〉 
 前述の第 15 番のアリアに対して、補筆された第 15 番 a のアリアを見てみよう。これ
は、第１幕第 11 場のために用意されていた〈恥ずかしがらずに〉の代わりに、初演で歌
われたものであるが（海老澤 1991：184）、今日では実際に歌われることはほとんどない
255。このアリアは、Allegro－Allegro molto の二部分から構成され、調は 15 番が G-dur
であったのに対し、補筆アリアは D-dur になっている。 
 このアリアは、特に高音域に重点が置かれ、e¹が頻繁に旋律に用いられている。「この
二人と同じような男を探そうと思われても、ウィーンからカナダまでの間にはいませんよ








すよ In amor i Marcantoni Verso noi sarien buffoni」と嘲笑する様子が、これまでも何度
か見られたシラビックな旋律によって表現され、陽気な一面を見せている（譜例 41）。 
                                                   
255 前述の 2006 年のザルツブルク音楽祭の公演でもこのアリアではなく、第 15 番アリア〈ためらわない







ゲールだって及びもつきませんよ Se cantiam col trillo solo,Facciam torto all ’uscignuolo 














曲の後半である Allegro molto では、変装したフェランドとグリエルモに見向きもしな
い貞節な姉妹を見て、グリエルモは喜んでいる。141 小節目の「貞節のお手本だ！貞節の
鏡だ Eroine di costanza! Specchi son di fedeltà」と独白するフレーズでは、その大きな喜








ここまで第 15 番 a のアリアを見てきた。第 15 番が簡素な旋律であるのに対し、この第





５－４．第 26 番アリア〈女性方よ、本当の事を言うと Donne mie, la fate a tanti a 
tanti〉 
 グリエルモのもう一つの独唱曲は、第２幕で歌われる第 26 番〈女性方よ、本当の事を
言うと Donne mie, la fate a tanti a tanti〉である。このアリアは区分を持たず、速度標語
は一貫して Allegretto のまま演奏される。 
 「女性方よ、本当の事を言うと Donne mie, la fate a tanti a tanti」と歌う冒頭のフレー
ズは音階的な単純な旋律であるが、16 小節目には「tanti」にフェルマータが置かれ（譜

















５－５．第 31 番フィナーレ〈早くやって皆さんがた、Fate presto, o cari amici,〉 
 第２幕のフィナーレでは、第 173 小節目の Larghetto から、フィオルディリージ、ドラ
ベッラ、フェランド、グリエルモの４人で、フーガのように歌う部分がある。ここでは
「私とあなたのコップの中に、すべての思い出を沈めましょう E nel tuo, nel mio 
bicchiero,Si sommerga ogni pensiero」と、フィオルディリージとドラベッラは変装した
新たな恋人との結婚を喜び、フェランドはそれに合わせるが、グリエルモだけには「Ah 



























ていると考えられる。実際にグリエルモのアリアは（第 15 番 a の補筆曲を除く）、「ブ
ッファ役」に特徴的なシラビックな旋律で占められている。 
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256 本文 p.226 を参照。 
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結論  




























































































































































・Angermüller, Rudolf. 1999. “Die Sänger der Erstaufführung von Mozarts Festa 
teatrale „Ascanio in Alba“ KV 111,Mailand, 17. Oktober 1771. Falchini – Manzuoli – 
Girelli – Tibaldi – Solzi.”Mozart, seine Zeit, seine Nachwelt. :208-240.Würzburg： 
Königshausen & Neumann. 
・Angermüller, Rudolf. 1999. “ Die Sänger der Erstaufführung von Mozarts Dramma 
per musica „Lucio Silla″ KV 135,Mailand, 26. Dezember 1772. Morgnoni – de Amicis 
– Rauzzini – Suardi – Mienci – Onofrio″Mozart, seine Zeit, seine Nachwelt. : 241-260. 
Würzburg：Königshausen & Neumann. 
・Angermüller, Rudolf. 2001. “Die Sänger der Erstaufführung von Mozarts 
„Mitridate, Re di Ponto“ KV 87 (Mailand,26. Dezember 1770). d’Ettore – Bernasconi – 
Benedetti – Aldobrandini (Cicognani) – Varese– Bassano – Muschietti”Mozart, seine 
Zeit, seine Nachwelt. : 183-207. Würzburg：Königshausen & Neumann. 
・Angermuller, Rudolf.2001 “Weigl, Joseph The New Grove Second Edition Vol 27：215-
217. 
・Bauman, Thomas 2001 “Adamberger, Valentin” The New Grove Second Edition Vol 1：
134-135. 
・Bauman, Thomas / Ernst Hintermaier 2001 “Rust, Giacomo” The New Grove Second 
Edition Vol 22：36-37. 
・Bauer,Wilhelm A. 1962-1975.Mozart Briefe und Aufzeichnungen Ⅰ-Ⅵ. Kassel und 
Basel: Bärenreiter. 
・Brascombe, Peter “Teyber, Therese” The New Grove Second Edition Vol 25：325. 
・Brown, Bruce Alan / John A. Rice. 1996. Salieri’s “Cosi fan tutte“ ,Cambridge Opera 
Journal Vol 8,No.3 : 199-214. Cambridge：Cambridge University Press. 
・Burney,Charles. 1974. Music, men, and manners in France and Italy. 1770. London; 
Eulenburg. 
・Carter,Tim 1987. W.A.Mozart : ’Le nozze di figaro’. Cambridge: Cambridge University  
Press. 
・Corri, Domenico. 1995. The Singer’s preceptor. New York：Garland Publishing. 
282 
・Croll, Gerald.1982.Vorwort to Mozart,Wolfgang Amadeus Die Entführung aus dem 
Serail , herausgegeben vonMozart Neue Ausgabe sämtlicher Werke. Serie Ⅱ : 
Bühnenwerke, Werkgruppe 5：Opern und Singspiele, Band.12, Kassel und Basel usw：
Bärenreiter,1982. 
・Clive, Peter 1993. Mozart and his Circle. London :Butler&Tanner. 
・Silke, Leopold. 1986. Pipers Enzyklopädie des Musiktheaters. München： Pipper. 
・ Finscher, Ludwig 1973. Vorwort to Mozart,Wolfgang Amadeus Le Nozze di 
Figaro ,Mozart Neue Ausgabe sämtlicher Werke. SerieⅡ: Bühnenwerke, Werkgruppe 5：
Opern und Singspiele, Band 16 , herausgegeben von , Kassel und Basel usw：Bärenreiter, 
1973. 
・Finscher, Ludwig. 2003. Die Musik in Geschchte und Gegenwart （2.Auflage）–MGG/ 
Personenteil Bände. Kassel : Bärenreiter. 
・Fuller, David 2001 ”Fermata” The New Grove Second Edition Vol 8：682. 
・Gidwitz, Lewy. 1996. Mozart’s Fiordilisi : Adriana Ferrarese del Bene. Cambridge 
Opera Journal  Vol 8,No.3 : 199-214. Cambridge：Cambridge University Press. 
・Gidwitz, Lewy. 1991. “Ich bin die erste Sängerin” : Vocal Profiles of Two Mozart 
Soprano’s, Essays on Opera 1750-1800.  Farnham：Ashgate. 
・He, Patricia Lewy 2001 “Storace, Nancy” The New Grove Second Edition Vol 24:441-
442. 
・Gidwitz, Patricia Lewy 2001 ”Cavalieri, Caterina” The New Grove Second Edition  Vol 
5：297-298. 
・Gidwitz, Patricia Lewy / John, A. Rice 2001 ”Ferrarese , Adriana” The New Grove 
Second Edition Vol8：711. 
・Gidwitz, Patricia Lewy 2001“Weber, Aloysia” The New Grove Second Edition Vol 
27:133-134. 
・Grave, Floyadk 2001 “Holzbauer, Ignaz” The New Grove Second Edition Vol 11：663-
665. 
・Hadamowsky, Franz. 1966. Die Wiener Hoftheater1776-1966. Wien：Georg Prachner. 
・Hansell,Kathleen 2001 ”De Amicis, Anna” The New Grove Second Edition Vol 7：89. 
・Hansell,Kathleen 2001 “Rauzzini, Benannzio” The New Grove Second Edition Vol 20：
283 
862. 
・Harris, Ellen T. 2001 ”Meesa di voce” The New Grove Second Edition  Vol 17：487. 
・Harris, Ellen T. 2001 “Prima donna” The New Grove Second Edition Vol 22：319-320. 
・Heartz, Daniel. 1969. “The Genesis of Mozart’s Idomeneo”,Musical Quartely 55 : 1-19. 
・Heartz,Daniel 1974 . “Raaff’s last aria : a Mozartian idyll in the spirit of Hasse”. 
Musical Quarterly : 60(4): 517-543. 
・Heartz,Daniel 2001 ”Raaf, Anton” The New Grove Second Edition Vol 20：694-695. 
・Henzel, Christoph 2001 “Righini, Vincenzo” The New Grove Second Edition Vol 20：
385-386. 
・Hettrick, Jane Schatkin / John A. Rice 2001 “Salieri Antonio” The New Grove Second 
Edition Vol 22：149-154. 
・Hyatt, King/r Alec 2001 “Kelly, Michael” The New Grove Second Edition Vol 13：456-
466. 
・Jander,Owen / Sadie,Stanley 2001 ”Soprano” The New Grove Second Edition Vol 24：
457-464. 
・Jander,Owen / Harris, Ellen T. 2001 ”Soubrette” The New Grove Second Edition Vol 
24：754-755. 
・Jander,Owen / Steane,J.B 2001 “Tenor” The New Grove Second Edition Vol 25：690-
696. 
・Jander,Owen / Steane,J.B 2001 “Tessitura” The New Grove Second Edition Vol 21 ：
316. 
・Jander, Owen / Lionel Sawkins 2001 “Bass” The New Grove Second Edition Vol 2：849-
856. 
・Kriajeva, Irina 2001. Introduction to Martin y Soler Una cosa rara. Música hispana. 
Serie A, Música lírica ; 35, Madrid : Instituto Complutense de Ciencias Musicales; 2001. 
・Larue,C Steven 1995. Handel and His singers . New York: Clarendon Press. 
・Link,Dorothea  1998. The National Court Theatre in Mozart's Vienna : sources and 
documents, 1783-1792. New York: Oxford University Press. 
・Link, Dorothea 2001 “Calvesi, Vincenzo” The New Grove Second Edition Vol 3：844-
845. 
284 
・Link,Dorothea 2001 “Albertarelli, Francesco”  The New Grove Second Edition Vol 1：
302-303. 
・Link, Dorothea. 2001. “Martin y Soler”  The New Grove Second Edition Vol 3：512-
515. 
・Link, Dorothea 2002 . Arias for Nancy Storace : Mozart's first Susanna. Wisconsin: A-R 
Editions. 
・Link, Dorothea 2004 . Arias for Francesco Benucci Mozart’s first Figaro and Guglielmo. 
Wisconsin: A-R Editions. 
・Link, Dorothea 2011 . Arias for Vincenzo Calvesi : Mozart's first Ferrando： Wisconsin：A-
R Editions. 
・ Link, Dorothea 2015. Arias for Stefano Mandini : Mozart’s first Count Almaviva ：
Wisconsin：A-R Editions. 
・McClymonds, Marita.2001. “Bianchi, Francesco” The New Grove Second Edition Vol 
17： 1-4. 
・McClymonds, Marita 2001 ”Prati, Alessio” The New Grove Second Edition Vol 22：278. 
・Neville, Don 2001 “Rondò ” The New Grove Second Edition Vol 21：656. 
・McClymonds, Marita 2001 “Sarti, Giuseppe” The New Grove Second Edition Vol 22：
303. 
・Michtner, Otto. 1970 .Das alte Burgtheater als Opernbühne : Von der Einführung des 
deutschen Singspiels（1778）bis zum Tod Kaiser LeopoldsⅡ(1792). Wien：Österreichische 
Akademie der Wissenschaften. 
・Poštolka, Milan 2001 “Bárta, Josef ” The New Grove Second Edition Vol 778. 
・Platt, Richard, 2007. Preface to Storace, Stephan Gli equivoci, London：Stainer and 
Bell ,2007. 
・Platoff, John. 1991. Tonal organization in the Opera buffa of Mozart’s time. New York : 
Oxford University Press. 
・Poriss,Hilary .  2009. Changing the score: Arias, Prima Donnas, and the Authority of 
Performance. New York : Oxford University Press. 
・Poriss, Hilary. Rachel Cowgill. 2012. Staging the Feminine: The Arts of the Prima 
Donna,1720-1920. New York: Oxford University Press. 
285 
・Plath, Wolfgang und Wolfgang Rehm.1968. Vorwort to Mozart,Wolfgang Amadeus Il 
Dissoluto punto ossia il Don Giovanni , herausgegeben von.Mozart Neue Ausgabe sämtlicher 
Werke. SerieⅡ：Bühnenwerke, Werkgruppe 5：Opern und Singspiele, Band. 17, Kassel und 
Basel usw： Bärenreiter, 1968. 
・Raeburn, Christopher 2001 ”Bussani,Francesco” The New Grove Second Edition Vol 
4：676. 
・Raeburn, Christopher 2001 ”Benucci, Francesco” The New Grove Second Edition Vol 
3：298. 
・Raeburn, Christopher 2001 “Dauer, Johann Ernst”  The New Grove Second Edition 
Vol 7：35. 
・Raeburn, Christopher 2001 “Laschi, Luisa Mombelli” The New Grove Second Edition 
Vol 14：291-292. 
・Raeburn, Christopher / Dorithea Link 2001 ”Mandini, Maria” The New Grove Second 
Edition  Vol 15：736. 
・Rice, John A. 1995. “The Case of Maria Marchetti Fantozzi, the First Vitellia”. Opera 
Quarterly 11(4): 31-52. 
・Rice, John A. 1998. Antonio Salieri and Viennese opera.Chicago: The University of 
Chicago Press. 
・Rice , John A. 2006 . Antonio Baglioni , Mozart’s First Ottavio and Tito , in Italy and 
Prague. Mozart conference in Prague, October 2006 . http://home.rconnect.com/~lydiarbu- 
ildercontent/sitebuilderfiles/Baglioni.pdf 
・Rice, John A. 2009 . Mozart on stage. Cambridge：Cambridge University Press. 
・Rodicio, Emilio Casares. 2001. Introduction to Martin y Soler, L’arbore di Diana. 
Música hispana. Serie A, Música lírica ; 36, Madrid : Instituto Complutense de 
Ciencias Musicales; 2001. 
・Roselli, John 2001 “Castrato” The New Grove Second Edition Vol 5：267-268. 
・Sartori ,Claudio. 1990 . I libretti Italian a stampa dale origini al 1800. Milano:Bertola
＆Locatelli Editori.   
・Sadie,Stanley. 2000. Mozart and his operas. New York：St.Martin’s Press. 
・Sadie,Stanley. 1992. The New Grove Dictionary of Opera. New York: Oxford University 
286 
Press. 
・Waisman, J.Leonardo. 2003. Introduction to Martin y Soler, Il burbero di buon cuore, 
Música hispana. Serie A, Música lírica ; 42, Madrid : Instituto Complutense de Ciencias 
Musicales; 2003. 
・Wignall, Harrison James 1994. “Guglielmo d'Ettore”. Opera Quarterly: 10(3): 93-112. 
・Woodfield, Ian. 2012 . Performing operas for mozarts; Impresarios,singers and troupes. 
New York : Cambridge University Press. 
・Würtz, Roland 2001 ”Fischer,Ludwig” The New Grove Second Edition  Vol 8：899. 
 
２．和文献 
・アインシュタイン、アルフレート 1997 『モーツァルト その人間と作品』浅井真男訳 
東京：白水社 [Einstein, Alfred. 1945. Mozart, his character, his work. New York : 
London : Oxford University Press.]。 
・ヴォルフ、クリストフ 2015『モーツァルト最後の四年』磯山雅訳 東京：春秋社 ［Wolf, 
Christoph. 2012. Mozart at gateway to his fortune: Serving the Emperor, 1788-1791. 





・クヴァンツ、ヨハン・ヨアヒム 1976『フルート奏法』 荒川恒子訳 東京：全音楽譜出
版社[Quantz, Johann Joachim.1988. Versuch einer Anweisung die Flöte traversiere zu 
spielen.  Wiesbaden : Breitkopf & Härtel.]。 
・グラント、マイケル／ジョン・ヘイゼル 1988『ギリシア・ローマ神話事典』 西田実／
入江和生他訳 東京：大修館書店 ［Grant, Michael. 1973.Gods and Mortals in 
Classical Mythology. Springfield：G. & C. Merriam Company.］。 
・小宮正安 2006 モーツァルト作曲《皇帝ティートの慈悲》の対訳 TDK TDBA-0123。 
・ザスロー、ニール 1996『西洋の音楽と社会⑥ 啓蒙時代の都市と音楽』 樋口隆一監訳 
東京：音楽之友社 [Zaslaw, Neal 1990. Man & music : the classical era, from the 1740s to 
the end of the 18th century . London : Palgrave Macmillan.] 。 
287 
・下中直人 1988『世界大百科事典』東京：平凡社。 
・ジャンダー、オーウェン 1980「歌唱」 『ニューグローヴ世界音楽大事典』 第４巻 
吉田泰輔訳 東京：講談社 404。 
・ジャンダー、オーウェン 1980「バス」『ニューグローヴ世界音楽大事典』第 13 巻 原田
茂生訳 東京：講談社 11-13。 
・セイディ、スタンリー 1980「オペラ」 『ニューグローヴ世界音楽大事典』 第３巻 




房新社 ［Scarpa, Tiziano 2008. Stabat Mater. Torino：Einaudi.］。 
・ソロモン、メイナード  1999 『モーツァルト』  石井宏訳  東京：小学館 




５） 海老澤敏／畔上司訳 東京：音楽之友社。 
・チャンパイ、アッティラ／ディートマル・ホラント 1988『コシ・ファン・トゥッテ』（名
作オペラブックス９） 永竹由幸／田中純訳 東京：音楽之友社。 
・チャンパイ、アッティラ／ディートマル・ホラント 1988『後宮からの誘拐』（名作オペ
ラブックス 11） 海老澤敏／畔上司訳 東京：音楽之友社。 
・チャンパイ、アッティラ／ディートマル・ホラント 1988『ドン・ジョヴァンニ』（名作
オペラブックス 21） 海老澤敏／竹内ふみ子他訳 東京：音楽之友社。 
・チャンパイ、アッティラ／ディートマル・ホラント 1998『イドメネオ』（名作オペラブ
ックス 30） 海老澤敏／藤本一子訳 東京：音楽之友社。 
・デイ、マルコム 2011『図説ギリシア・ローマ神話人物記』 山崎正浩訳 大阪：創元社
［Day, Malcolm 2007. 100Characters from classical mythology. London：A & C Black.］。 
・デント、エドワード 1985 『モーツァルトのオペラ』 石井宏／春日秀道訳 東京：
草思社[Dent, Edward. 1913. Mozart's operas. London : Chatto & Windus]。 
・トージ／アグリーコラ 2005『歌唱芸術の手引き』 東川清一訳 東京：春秋社 
288 
[Tosi,Pier Francesco/ Agricola, Johann Friedrich.1757. Anleitung zur Singkunst. 
Kassel: Bärenreiter.]。 
・西川尚生 2005 『モーツァルト』 東京：音楽之友社。 
・ノスケ、フリッツ 1985 『MOZART オペラの解読』 細川周平訳 東京：冬樹社  




・バートン、アントニー 2014『古典派の音楽』角倉一朗訳 東京：音楽之友社[Burton, 
Anthony. 2002. A performer’s guide to the music of the classical period. London：
Associated Board of the Royal Schools of Music.]。 
・フッラー、ダヴィッド 1980「フェルマータ」『ニューグローヴ世界音楽大事典』第 12 巻 
金澤正剛訳 東京：講談社 534。 
・ブレッチャッハー、リヒャルト 2006 『モーツァルトとダ・ポンテ』 小岡礼子/小岡
明裕訳 東京：アルファベータ[Bletschacher  Richard 2004. Mozart und Da Ponte. 
Salzburg : Residenz Verlag]。 
・ヘリオット、アンガス 1995 『カストラートの世界』美山良夫訳 東京：国書刊行会
[Heriot, Angus. 1975 .The castorati in opera . Boston：Da capo press]。 
・堀内修 2005 『モーツァルト オペラのすべて』 東京：平凡社。 
・マンチーニ、ジャンバッティスタ 1990『ベル・カントの継承 : 装飾の施された歌唱
に関する実践的省察』渡部東吾翻訳・注解 東京：アルカディア書店
[Mancini ,Giambattista.1970.Riflessioni pratiche sul canto figurato.Bologna : 
Forni]。 
・水谷彰良 2004 『サリエーリ モーツァルトに消された宮廷楽長』 東京：音楽之友社。 
・モーツァルト、レオポルト 1974『バイオリン奏法』 塚原哲夫訳 東京：全音楽譜出版
社 [Mozart,Leopold. 1995. Versuch einer gründlichen Violinschule . Kassel : 
Bärenreiter]。 
・森泰彦 1993 「ルーチョ・シッラのできるまで」『小学館モーツァルト全集』 第 14 巻： 
82-92。 
・渡辺護 1989『ウィーン音楽文化史 上・下』東京：音楽之友社。 
289 
・松田聡 2001「1785 年 10 月～88 年２月のウィーンの宮廷劇場におけるジングシュピー
ルの公演」『大分教育大学福祉科学部研究紀要』第 24 巻 1 号：25-39。 
・松田聡 2007a「18 世紀後半のウィーン宮廷劇場におけるジングシュピール」『大分教育
大学福祉科学部研究紀要』第 29 巻２号：113-127。 
・松田聡 2007b「1789/90 年におけるブルク劇場のオペラ公演とモーツァルト―《コシ・
ファン・トゥッテ》の成立をめぐって―」『大分教育大学福祉科学部研究紀要』第 30 巻１ 
号：25-39。 
・丸本隆（編）2003『オペラの 18 世紀』 東京：彩流社。 
・リーバーン、クリストファー1980「カヴァリエーリ、カテリーナ」『ニューグローヴ世界
音楽大事典』第４巻 吉田泰輔訳 東京：講談社 331。 
・リーバーン、クリストファー1980「ストーラス、ナンシー」『ニューグローヴ世界音楽大
事典』第 10 巻 吉田泰輔訳 東京：講談社 266－267。 
・ロビンソン、マイケル 1980「オペラ・ブッファ」『ニューグローヴ世界音楽大事典』 第
４巻 吉田泰輔訳 東京：講談社 549。 
 
３．楽譜 
・Martin y Soler, Una cosa rara, edición crítica a cargo de Irina Kriajeva. Música hispana. 
Serie A, Música lírica ; 35, Madrid : Instituto Complutense de Ciencias Musicales; 2001. 
・Martin y Soler,  L’arbore di Diana, edición crítica a cargo de Emilio Casares Rodicio. 
Música hispana. Serie A, Música lírica ; 36, Madrid : Instituto Complutense de 
Ciencias Musicales; 2001. 
・ Martin y Soler,  IL burbero di buon cuore, edición crítica a cargo de 
Leonardo.J.Waisman. Música hispana. Serie A, Música lírica ; 42, Madrid : Instituto 
Complutense de Ciencias Musicales; 2003. 
・Mozart,Wolfgang Amadeus.  Lucio Silla , Mozart Neue Ausgabe sämtlicher Werke.  
SerieⅡ: Bühnenwerke, Werkgruppe 5：Opern und Singspiele, Band. 7, herausgegeben 
von Kathleen Kunzmick , Kassel und Basel usw：Bärenreiter, 1986. 
・Mozart,Wolfgang Amadeus. Idomeneo , herausgegeben von Daniel Heartz. Mozart 
Neue Ausgabe sämtlicher Werke. SerieⅡ: Bühnenwerke, Werkgruppe 5：Opern und 
Singspiele, Band. 11, Kassel und Basel usw： Bärenreiter,1972. 
290 
・Mozart,Wolfgang Amadeus. Die Entführung aus dem Serail , herausgegeben von 
Gerald Croll. Mozart Neue Ausgabe sämtlicher Werke. Serie Ⅱ : Bühnenwerke, 
Werkgruppe 5 ： Opern und Singspiele, Band.12, Kassel und Basel usw ：
Bärenreiter,1982. 
・Mozart,Wolfgang Amadeus. Der Schauspieldirektor, Mozart Neue Ausgabe sämtlicher 
Werke. SerieⅡ : Bühnenwerke, Werkgruppe 5：Opern und Singspiele, Band. 15, 
herausgegeben von Gernot Gruber und Alfred Orel , Kassel und Basel usw ：
Bärenreiter, 1958. 
・Mozart,Wolfgang Amadeus. Le Nozze di Figaro ,Mozart Neue Ausgabe sämtlicher 
Werke. SerieⅡ : Bühnenwerke, Werkgruppe 5：Opern und Singspiele, Band 16 , 
herausgegeben von Ludwig Finscher , Kassel und Basel usw：Bärenreiter, 1973. 
・Mozart,Wolfgang Amadeus. Il Dissoluto punto ossia il Don Giovanni , herausgegeben 
von Wolfgang Plath und Wolfgang Rehm.Mozart Neue Ausgabe sämtlicher Werke. 
SerieⅡ：Bühnenwerke, Werkgruppe 5：Opern und Singspiele, Band. 17, Kassel und 
Basel usw： Bärenreiter, 1968. 
・Mozart,Wolfgang Amadeus. Cosi fan tutte, herausgegeben von Faye Ferguson und 
Wolfgang Rehm. Mozart Neue Ausgabe sämtlicher Werke.SerieⅡ : Bühnenwerke, 
Werkgruppe 5：Opern und Singspiele, Band. 18 , Kassel und Basel usw：Bärenreiter, 
1991. 
・Mozart,Wolfgang Amadeus. Die Zauberflöte , Neue Ausgabe sämtlicher Werke. 
Serie:Bühnenwerke,Werkgruppe 5：Opern und Singspiele, Band. 19, herausgegeben 
von Alfred Orel , Kassel und Basel usw ：Bärenreiter,1991. 
・Mozart, Wolfgang Amadeus. La Clemenza di Tito , Neue Ausgabe sämtlicher Werke.  
SeriⅡ:Bühnenwerke, Werkgruppe 5：Opern und Singspiele Band. 20, herausgegeben 
von Franz Giegling, Kassel und Basel usw： Bärenreiter；1991. 
・Mozart,Wolfgang Amadeus. Popoli di Tessaglia ,Mozart Neue Ausgabe sämtlicher 
Werke. SerieⅡ: Bühnenwerke, Werkgruppe 7：Arien ,Szenen, Ensembles, und Chöre 
mit Orchester Band 2 , herausgegeben von Stefan Kunze , Kassel und Basel usw：
Bärenreiter, 1991. 
・Mozart,Wolfgang Amadeus. Dite almeno, in che mancai, herausgegeben von Stefan 
291 
Kunze.Mozart Neue Ausgabe sämtlicher Werke. SerieⅡ：Bühnenwerke, Werkgruppe 
7：Arien,Szenen,Ensembles und Chöre mit Orchester  Band 3. Band. 20, Kassel und 
Basel usw：Bärenreiter, 1971. 
・Mozart,Wolfgang Amadeus. Mandina Amabile, in che mancai, herausgegeben von 
Stefan Kunze.Mozart Neue Ausgabe sämtlicher Werke. SerieⅡ：Bühnenwerke, 
Werkgruppe 7：Arien,Szenen,Ensembles und Chöre mit Orchester  Band 3. Band. 20, 
Kassel und Basel usw： Bärenreiter, 1971. 
・Mozart, Wolfgang Amadeus. Le nozze di Figaro, Facsimile of the Autograph Score, 
Introductory essay by Nobert Miller, Musicological introduction by Dexter Edge. Los 
altos : The Packard Humanities Institute,2007. 
・ Mozart, Wolfgang Amadeus. Cosi fan tutte Facsimile of the Autograph Score, 
Introductory essay by Norbert Miller . Los altos : The Packard Humanities Institute, 
2007. 
・Mozart, Wolfgang Amadeus. Il Dissoluto punto ossia il Don Giovanni, Facsimile of the 
Autograph Score, Introductory essay by Hans Hoachim Kreutzer. Los altos : The Packard 
Humanities Institute,2009. 
・Mozart, Wolfgang Amadeus. Le nozze di figaro.Klavierauszug vocal score,Deutsche 
Übersetzung von Kurt Honolka, Klavierauszug nach dem Urtext der Neuen Mozart-
Ausgabe von Eugen Epplée. Kassel und Basel usw：Bärenreiter, 2012. 
・Salieri, Antonio. La grotta di trofonio, Introduizione di Laura Callegari. Bibliotheca 
musica Bononiensis; sezione4, n.18B. Bologna：Arnaldo Forni Edittore, 1984. 
・Salieri, Antonio. Der Rauchfangkehrer, Introduction by Thomas Baumann. German 
opera 1770-1800 Volume14, New York&London: Garland Publishing; 1986. 
・Salieri, Antonio. Prima la musica e poi parole, Herausgegeben von Karl-Heinz Müller. 
Kassel und Basel usw：Bärenreiter, 2007. 
・Storace,Stephan. Gli equivoci, Edited by Richard Platt. Musica Britanica V0l. 86 . 
London：Stainer and Bell ,2007. 
 
デジタルライブラリー 
・Salieri, Antonio La cifra, ÖNB Musiksammlung. KT.83/1-4  Samml.Partitur mit 








日：2017 年 4 月 1 日）・Salieri, Antonio.La grotta di Trofonio , ÖNB Musiksammlung 







日：2017 年 4 月 1 日） 
・Da Ponte,  Lorenzo.  La Cifra.  Opernarchiv, Dresden.  AngS 58 ;  Manuscript ;  
D-Dl Mus .3796 –F -504. http://digital.slub-dresden.de/werkansicht/dlf/75744/12/（最終














































2017 年４月 14 日 秋津 緑 
 
 
